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「加藤素毛」伝承マンガ　インターネットで連載開始！

１
６
０
年
前
―
幕
末
に
世
界
一
周
し
た

下
呂
市
ゆ
か
り
の
俳
人
が
い
た
―
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▶
「
幕
末
に
世
界
一
周
や
っ
て
み
た
」
第
１
話
ラ
フ
（
１
ペ
ー
ジ
目
）
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加
藤
素
毛
伝
承
マ
ン
ガ
「
幕
末
に
世
界
一
周
や
っ
て
み
た
」
を
連
載
！

　
加
藤
素
毛
の
旧
生
家
を
建
て

替
え
た
こ
の
記
念
館
に
は
、
素

毛
が
書
き
遺
し
た
航
海
日
記
や

旅
の
ス
ケ
ッ
チ
、
俳
句
な
ど
が

収
蔵
さ
れ
一
般
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

◆
開
館
日
：
毎
月
１
日
、
15
日

　
下
呂
市
で
は
平
成
30
年
度

よ
り
清
流
の
国
ぎ
ふ
推
進
補

助
金
を
受
け
、
下
呂
市
出
身

で
日
本
人
初
の
世
界
一
周
に

随
行
し
た
俳
人
・
加
藤
素

毛
（
か
と
う
そ
も
う
）
を
伝

承
す
る
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
そ
の
事
業
の
一
環
と
し

て
、
親
し
み
や
す
い
マ
ン
ガ

で
加
藤
素
毛
を
表
現
し
て
い

き
ま
す
。
マ
ン
ガ
を
描
い
て

い
た
だ
く
の
は
公
募
に
よ
り

選
定
さ
れ
た
秋
桜
先
生
。

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
令
和

２
年
３
月
ま
で
の
12
カ
月

間
、
毎
月
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

（
毎
月
15
日
前
後
に
公
開
予

定
）
第
１
話
は
す
で
に
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

加
藤
素
毛
と
は

　
加
藤
素
毛
は
１
８
２
５
年
、

下
原
郷
17
ヶ
村
の
兼
帯
名
主
を

勤
め
る
加
藤
三
郎
衛
門
雅
文
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

　
１
８
６
０
年
に
日
米
修
好
通

商
条
約
批
准
書
交
換
を
目
的
と

し
た
幕
府
遣
米
使
節
随
行
員
77

名
の
１
人
と
し
て
米
軍
艦
ポ
ー

ハ
タ
ン
号
で
品
川
沖
を
出
航
し

た
。
ハ
ワ
イ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
を

巡
り
、喜
望
峰
経
由
で
ジ
ャ
ワ
、

香
港
な
ど
に
立
ち
寄
っ
た
後
、

無
事
に
日
本
に
帰
国
し
た
。

　
素
毛
は
た
い
へ
ん
筆
ま
め

で
、
見
聞
の
全
て
を
日
記
、
和

歌
、
俳
句
、
絵
画
に
書
き
遺
し

て
い
る
。

加
藤
素
毛
記
念
館

▶
「
幕
末
に
世
界
一
周
や
っ
て
み
た
」
第
１
話
ラ
フ
（
２
ペ
ー
ジ
・
３
ペ
ー
ジ
目
）
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「
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に
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１
ペ
ー
ジ
目
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加
藤
素
毛
伝
承
マ
ン
ガ
「
幕
末
に
世
界
一
周
や
っ
て
み
た
」
を
連
載
！

　
加
藤
素
毛
の
旧
生
家
を
建
て

替
え
た
こ
の
記
念
館
に
は
、
素

毛
が
書
き
遺
し
た
航
海
日
記
や

旅
の
ス
ケ
ッ
チ
、
俳
句
な
ど
が

収
蔵
さ
れ
一
般
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

◆
開
館
日
：
毎
月
１
日
、
15
日

　
下
呂
市
で
は
平
成
30
年
度

よ
り
清
流
の
国
ぎ
ふ
推
進
補

助
金
を
受
け
、
下
呂
市
出
身

で
日
本
人
初
の
世
界
一
周
に

随
行
し
た
俳
人
・
加
藤
素

毛
（
か
と
う
そ
も
う
）
を
伝

承
す
る
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
そ
の
事
業
の
一
環
と
し

て
、
親
し
み
や
す
い
マ
ン
ガ

で
加
藤
素
毛
を
表
現
し
て
い

き
ま
す
。
マ
ン
ガ
を
描
い
て

い
た
だ
く
の
は
公
募
に
よ
り

選
定
さ
れ
た
秋
桜
先
生
。

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
令
和

２
年
３
月
ま
で
の
12
カ
月

間
、
毎
月
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

（
毎
月
15
日
前
後
に
公
開
予

定
）
第
１
話
は
す
で
に
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

加
藤
素
毛
と
は

　
加
藤
素
毛
は
１
８
２
５
年
、

下
原
郷
17
ヶ
村
の
兼
帯
名
主
を

勤
め
る
加
藤
三
郎
衛
門
雅
文
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

　
１
８
６
０
年
に
日
米
修
好
通

商
条
約
批
准
書
交
換
を
目
的
と

し
た
幕
府
遣
米
使
節
随
行
員
77

名
の
１
人
と
し
て
米
軍
艦
ポ
ー

ハ
タ
ン
号
で
品
川
沖
を
出
航
し

た
。
ハ
ワ
イ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
を

巡
り
、喜
望
峰
経
由
で
ジ
ャ
ワ
、

香
港
な
ど
に
立
ち
寄
っ
た
後
、

無
事
に
日
本
に
帰
国
し
た
。

　
素
毛
は
た
い
へ
ん
筆
ま
め

で
、
見
聞
の
全
て
を
日
記
、
和

歌
、
俳
句
、
絵
画
に
書
き
遺
し

て
い
る
。

加
藤
素
毛
記
念
館

▶
「
幕
末
に
世
界
一
周
や
っ
て
み
た
」
第
１
話
ラ
フ
（
２
ペ
ー
ジ
・
３
ペ
ー
ジ
目
）



　
平
成
31
年
度
下
呂
市
消
防
団

入
・
退
団
式
が
、
４
月
１
日
、
下

呂
交
流
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
長
年
務
め
ら
れ
た
退

団
者
へ
市
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
た
後
、
無
笹
聡
団
長

か
ら
、
昇
格
者
や
新
入
団
員
へ
辞

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　【
消
防
総
務
課
】

下
呂
市
消
防
団
入
・
退
団
式
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▶
式
台
に
登
壇
し
式
辞
を
述
べ
る
市
長

▶
団
旗
に
敬
礼

地
域
防
災
の
要

●
分
団
長

【
萩
原
】

　
今
井
辰
明
　

　
大
前
良
雄
　

　
青
木
伸
一
朗

【
下
呂
】

　
細
江
和
臣

【
馬
瀬
】

　
無
笹
正
行
　

　
桂
川
昭
男

●
副
分
団
長

【
萩
原
】

　
舩
坂
正
司
　

　
二
村
幸
芳
　

　
桂
川
弘
樹

【
小
坂
】

　
朝
原
英
明

【
下
呂
】

　
細
江
高
志
　

　
熊
﨑
高
志

【
金
山
】

　
熊
﨑
恭
次

●
部
長

【
萩
原
】

　
青
木
寛
臣
　

　
二
村
亮
太
朗

　
二
村
善
樹
　

　
都
竹
圭
二
　

　
都
竹
信
広

　
野
口
明
秀
　

　
中
沖
好
樹

◉
退
団
者 

75
人
（
敬
称
略
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
小
坂
】

　
飯
塚
久
司
　

　
今
井
智
也

【
下
呂
】

　
細
江
康
幸
　

　
中
川
知
幸

　
塚
本
裕
樹
　

　
梅
田
裕
之
　

　
和
合
正
展

　
山
下
角
英
　

　
遠
藤
　
剛

　
松
田
拓
大
　

　
細
江
信
人
　

　
野
村
和
平
　

　
今
井
洋
光

　
坂
下
智
義

【
金
山
】

　
今
田
直
希
　

　
加
藤
一
浩
　

　
森
本
　
徹

　
渡
辺
　
忍

　
川
尻
克
明
　

　
高
木
　
貢

●
班
長	

【
萩
原
】

　
森
　
友
和

　
青
木
和
洋
　

　
井
戸
健
二

【
小
坂
】

　
岡
田
貴
夫
　

　
蒲
　
和
昌

【
下
呂
】

　
石
原
由
喜
　

　
杉
浦
啓
文
　

　
柿
ヶ
野
孝
明

【
金
山
】

　
井
上
大
輔

【
馬
瀬
】

　
二
村
俊
臣

●
団
員	

【
本
部
】

　
飯
盛
美
早

【
萩
原
】

　
桂
川
健
二
　

　
田
中
将
仁

【
小
坂
】

　
今
井
将
人
　

　
奥
田
大
貴

【
下
呂
】

　
今
井
浩
介
　

　
中
川
貴
文
　

　
細
江
良
典
　

　
今
井
千
幸

　
矢
嶋
靖
久

　
今
井
海
斗
　

　
片
田
奨
梧

【
金
山
】

　
田
口
智
之
　

　
波
多
野
陽
太

　
中
村
雄
一

　
澤
田
和
磨

　
福
井
敦
規

●
災
害
支
援
団
員

【
下
呂
】
　熊
﨑
広
人
　
河
村
建
樹

【
金
山
】
　近
松
拓
也
　
中
島
良
平

　
　
　
　
中
島
真
一
郎

【
馬
瀬
】
　中
谷
三
男
　
細
江
天
晴

　
　
　
　
野
村
　
穣

◉
入
団
者 

44
人
（
敬
称
略
）

●
団
員

　39
人

【
萩
原
】

　
青
木
俊
平
　

　
熊
﨑
　
陸
　

　
今
井
　
仁
　

　
井
戸
一
隆
　

　
長
井
渓
一
郎

　
桂
川
拓
也
　

　
熊
﨑
佑
哉
　

　
山
下
優
佑

　
青
木
大
地
　

　
千
田
敬
也
　

　
小
池
伸
昌

　
岡
﨑
安
友
　

　
岡
﨑
智
也

　
大
前
圭
佑
　

　
小
林
佑
行
　

　
安
田
　
勇

【
小
坂
】

　
山
下
健
治
　

　
田
中
悠
馬

　
古
谷
　
凌
　

　
奥
田
将
樹
　

　
桃
原
歩
夢

■
無
笹
聡
団
長 

訓
示
　

　
平
成
31
年
度
、
平
成
最
後
の
下
呂

市
消
防
団
入
・
退
団
式
を
盛
大
に
挙

行
で
き
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
31
年
度
の
消
防
庁
長

官
・
永
年
勤
続
功
労
賞
が
４
名
、
日

本
消
防
協
会
長
表
彰
が
６
名
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。こ
う
し
た
表
彰
は
、唯
々

在
籍
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
永
年

に
わ
た
り
努
力
し
、
功
績
の
あ
っ
た

者
に
与
え
ら
れ
る
賞
で
あ
り
、
大
変

名
誉
な
賞
で
あ
り
ま
す
。
他
の
団
員

の
皆
さ
ん
も
こ
う
い
っ
た
賞
が
頂
け

る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
昨
年
の
７
月
豪
雨
に
よ
る

災
害
に
お
い
て
、
数
日
間
に
わ
た

り
、
死
傷
者
な
く
献
身
的
に
活
動
し

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
国
土
交
通
大

臣
、
消
防
庁
長
官
、
岐
阜
県
知
事
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
下
呂
市
消
防

団
１
１
７
８
名
全
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
そ
れ
ぞ
れ
が
協
調
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
安
全
に
配
慮
し
努
力
し
た

結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

部
、
分
団
、
方
面
隊
全
員
が
確
実
に

つ
な
が
り
を
持
っ
て
活
動
し
て
く
だ

さ
い
。

　
３
月
31
日
を
も
っ
て
退
団
さ
れ
た

67
名
の
基
本
団
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

長
い
間
消
防
団
員
と
し
て
献
身
的
に

活
動
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
災
害
支
援

団
員
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

８
名
の
支
援
団
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

下
呂
市
消
防
団
の
発
展
の
た
め
、
ご

指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
44
名
の
新
入
団
員
の
皆
さ
ん
、
入

団
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
数
々
の
訓
練
に
積
極
的
に
参
加

し
、
先
輩
団
員
の
指
導
を
し
っ
か
り

受
け
、
各
部
、
各
分
団
の
戦
力
に
早

く
な
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
各
地
区
で
、
操
法
競
技

会
、
操
法
大
会
に
向
け
て
の
訓
練
が

始
ま
り
ま
す
が
、
訓
練
中
だ
け
で
な

く
、
常
日
頃
か
ら
事
故
、
怪
我
に
対

す
る
警
戒
心
を
持
っ
て
行
動
、
活
動

し
て
く
だ
さ
い
。

　
結
び
に
、
今
年
度
１
カ
月
で
元
号

が
変
わ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
使
命

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
全

て
の
災
害
に
お
い
て
、
公
務
災
害
な

く
迅
速
に
対
応
で
き
る
こ
と
と
、
元

気
に
活
動
で
き
る
こ
と
を
願
い
、
訓

示
と
し
ま
す
。
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▶
辞
令
受
領
の
た
め
、
無
笹
団
長
へ
敬
礼
す
る
新
入
団
員

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

【
下
呂
】

　
矢
埜
周
汰

　
二
村
真
悟

　
大
前
勇
人
　

　
二
村
崇
史
　

　
纐
纈
春
吾
　

　
河
合
俊
吾
　

　
片
岡
登
志
夫

　
河
村
　
廉
　

　
曽
我
祐
人
　

　
細
江
光
平

　
細
江
健
太
　

　
今
井
友
太

【
金
山
】　

　
中
島
光
陽

　
加
藤
俊
輝
　

　
細
江
尚
吾

　
植
竹
周
平
　

　
髙
木
大
勢
　

【
馬
瀬
】

　

二
村
健
太

●
災
害
支
援
団
員

　５
人

【
下
呂
】
　中
島
　
泰
　
熊
﨑
英
樹

【
金
山
】
　加
藤
一
浩

【
馬
瀬
】

　寶
　
賢
一
　
野
村
裕
紀
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萩
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﨑
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友
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﨑
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古
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凌
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樹
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市
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・
退
団
式
を
盛
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に
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で
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ま
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と
に
感
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ま
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。
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、
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31
年
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の
消
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庁
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官
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年
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続
功
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賞
が
４
名
、
日

本
消
防
協
会
長
表
彰
が
６
名
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。こ
う
し
た
表
彰
は
、唯
々

在
籍
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
永
年

に
わ
た
り
努
力
し
、
功
績
の
あ
っ
た

者
に
与
え
ら
れ
る
賞
で
あ
り
、
大
変

名
誉
な
賞
で
あ
り
ま
す
。
他
の
団
員

の
皆
さ
ん
も
こ
う
い
っ
た
賞
が
頂
け

る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
昨
年
の
７
月
豪
雨
に
よ
る

災
害
に
お
い
て
、
数
日
間
に
わ
た

り
、
死
傷
者
な
く
献
身
的
に
活
動
し

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
国
土
交
通
大

臣
、
消
防
庁
長
官
、
岐
阜
県
知
事
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
下
呂
市
消
防

団
１
１
７
８
名
全
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
そ
れ
ぞ
れ
が
協
調
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
安
全
に
配
慮
し
努
力
し
た

結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

部
、
分
団
、
方
面
隊
全
員
が
確
実
に

つ
な
が
り
を
持
っ
て
活
動
し
て
く
だ

さ
い
。

　
３
月
31
日
を
も
っ
て
退
団
さ
れ
た

67
名
の
基
本
団
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

長
い
間
消
防
団
員
と
し
て
献
身
的
に

活
動
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
災
害
支
援

団
員
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

８
名
の
支
援
団
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

下
呂
市
消
防
団
の
発
展
の
た
め
、
ご

指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
44
名
の
新
入
団
員
の
皆
さ
ん
、
入

団
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
数
々
の
訓
練
に
積
極
的
に
参
加

し
、
先
輩
団
員
の
指
導
を
し
っ
か
り

受
け
、
各
部
、
各
分
団
の
戦
力
に
早

く
な
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
各
地
区
で
、
操
法
競
技

会
、
操
法
大
会
に
向
け
て
の
訓
練
が

始
ま
り
ま
す
が
、
訓
練
中
だ
け
で
な

く
、
常
日
頃
か
ら
事
故
、
怪
我
に
対

す
る
警
戒
心
を
持
っ
て
行
動
、
活
動

し
て
く
だ
さ
い
。

　
結
び
に
、
今
年
度
１
カ
月
で
元
号

が
変
わ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
使
命

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
全

て
の
災
害
に
お
い
て
、
公
務
災
害
な

く
迅
速
に
対
応
で
き
る
こ
と
と
、
元

気
に
活
動
で
き
る
こ
と
を
願
い
、
訓

示
と
し
ま
す
。
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▶
辞
令
受
領
の
た
め
、
無
笹
団
長
へ
敬
礼
す
る
新
入
団
員

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

【
下
呂
】

　
矢
埜
周
汰

　
二
村
真
悟

　
大
前
勇
人
　

　
二
村
崇
史
　

　
纐
纈
春
吾
　

　
河
合
俊
吾
　

　
片
岡
登
志
夫

　
河
村
　
廉
　

　
曽
我
祐
人
　

　
細
江
光
平

　
細
江
健
太
　

　
今
井
友
太

【
金
山
】　

　
中
島
光
陽

　
加
藤
俊
輝
　

　
細
江
尚
吾

　
植
竹
周
平
　

　
髙
木
大
勢
　

【
馬
瀬
】

　

二
村
健
太

●
災
害
支
援
団
員

　５
人

【
下
呂
】
　中
島
　
泰
　
熊
﨑
英
樹

【
金
山
】
　加
藤
一
浩

【
馬
瀬
】
　寶
　
賢
一
　
野
村
裕
紀
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●御嶽山や飛騨御嶽高地トレーニングエリアを核として、だれも
　が親しんで活用するとともに、アスリートの育成を支援します。
●公の施設の見直しの中で、社会体育施設のトイレの洋式化を計
　画的に進めます。
●東京オリンピック・パラリンピックを契機として、スポーツを
　通じた人間形成と健康増進を進め、夢と感動を与えられる環境
　をつくります。
●市民の健康づくりを進めるため、年齢などに見合った、身近な
　スポーツや軽い運動など生活習慣としての普及を進めます。

下呂市教育大綱を策定しました
　「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」によ
り、市長と教育委員会で構成される「総合教育会議」
が設置されています。その会議において協議を行い、
教育の目標や施策の根本的な方針を定めた「教育大綱」
が定められています。

　大綱は平成 28 年度から３か年で定められていたた
め、平成 31 年度からの下呂市の教育および文化・ス
ポーツの振興に関する総合的な施策について、今後 3
年間の方向性を示すものとして、下呂市の教育大綱を
見直し、策定しましたのでお知らせします。　【企画課】

●子どもたちの「分かりたい・考えたい」という
　思いを生み出し、自分の思いや考えで学ぶ力を
　育みます。
●様々な人と一緒になって学んだり、活動したり
　する喜びと力を育みます。
●先生が指導力を十分に発揮でき、子どもたちが
　生き生きと学べるような学習環境の整備を進め
　るための予算措置に努めます。
●特別な支援を要する児童生徒や、要保護・準要
　保護世帯への支援や教育相談を充実します。

●コミュニティスクールの推進により、学校、家庭、地域が一体
　となって、地域社会と関わる力を育み、心豊かでたくましく生
　きる児童生徒の育成に努めます。
●地震や豪雨、猛暑等への対応による危機管理を徹底し、施設の
　安全性の再点検と老朽化も含む問題個所の改修を進めます。
●「食」を通じて、家庭内における減塩意識を高めるとともに、
　健やかな身体づくりに努めます。

東京五輪を契機としたスポーツの魅力発信により、
競技・観戦を問わずスポーツ人口の裾野を広げます

●赤ちゃんカフェ、UP カフェなど、妊娠期から
　親としての学習機会の周知活用による充実や、
　社会教育主事を活用した家庭教育学級の充実な
　どを進めます。
●青少年育成推進員活動支援等を通じ、子ども会
　や地域活動のリーダーの養成等、地域を担う人
　づくりを進めます。
●参加率の向上を目指し、生涯学習講座の企画や
　図書館機能の充実、周知強化により、市民一人
　ひとりが自立と自己育成を図ることができるよ
　う努めます。
●コミュニティスクールと連動した「地域学校協
　働活動」を進める中で、市民だれもが地域づく
　りの柱として、主体的な地域活動を進めます。
●市内にある文化施設や社会教育施設、社会体育
　施設やプールなどの有効活用を図り、市民の健
　康増進や心豊かな暮らしを創出します。

●地域の拠り所ともなる文化財を確実に継承するため、保存修理
　事業を積極的に行います。
●学校の授業や社会見学の利便向上、地域振興に資するため、埋
　蔵文化財体験学習や文化財講座を継続的に実施します。
●伝統文化の保持と保存に努めるとともに、文化財伝承の後継者
　育成を進めます。
●市内の渓流や山並み等にふれる機会を通じて、ふるさとの自然
　がもつすばらしさを伝え、広げます。

ふるさとの自然や文化を受け継ぎ、守ります

1 魅力ある学校づくりを推進し、
未来をたくましく生き抜く子を育てます

2 安心・安全を最優先とし、
地域とともにある学校づくりを目指します

3
4

5

市民誰もが参加しやすい
生涯学習の体制づくりを推進します

基本方針

基本理念 生きる力や豊かな文化を育みます 

　先を見通すことが難しく、今の子どもたちが活躍する近い将来の社会では、今とは全く異なる社会にな
るとの予測もあり、その時代に生きる力を今、養うことが急務とされています。
　そうした変化を受けとめながら、ふるさとで暮らす大人たちが、いきいきと輝く姿を創出するとともに、
ふるさとを誇りに思い、次の世代へとつなげることのできる子どもを育てます。

7 GERO 2019. 5

【
中
学
校
】

萩
原
南
・
中
切
幹
男

萩
原
北
・
田
中
雅
美

小
坂
・
◎
前
田
芳
隆

下
呂
・
田
中
敏
雄

竹
原
・
◎
中
島
裕
典

金
山
・
◎
栃
本
勝
美

【
小
学
校
】

萩
原
・
柏
木
寛
隆

宮
田
・
◎
伊
藤
弘
一

尾
崎
・
○
久
冨
雅
仁

小
坂
・
松
山
正
人

下
呂
・
小
出
義
彦

竹
原
・
古
川
慎
一

上
原
・
○
北
條
裕
也

中
原
・
清
水
英
彦

金
山
・
藤
木
和
子

下
原
・
◎
進
藤
千
里

菅
田
・
坂
和
貴
子

東
第
一
・
○
細
江
幸
次

馬
瀬
・
室
屋
宏
平

小
中
学
校
の

　
　
　校
長
紹
介 

　
　
　
　
　  （
敬
称
略
）

校区名 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 学校名 小 1 小 2 小 3 小 4 小 5 小 6 学校名 中 1 中 2 中 3

萩原 50 43 52 46 49 74 萩原小 50 53 80 62 61 62
萩原南中 56 74 75

馬瀬 8 5 5 8 6 6 馬瀬小 5 7 3 6 10 8

宮田 11 4 11 4 7 6 宮田小 13 16 11 12 10 11
萩原北中 34 26 27

尾崎 8 19 11 16 16 14 尾崎小 15 16 18 21 22 21

小坂 17 9 13 16 14 17 小坂小 17 26 14 28 20 16 小坂中 15 19 28

下呂 32 37 26 34 33 39 下呂小 40 52 43 60 58 50

下呂中 53 66 73上原 6 10 7 9 2 10 上原小 5 10 6 5 7 8

中原 2 3 1 3 4 4 中原小 6 7 4 8 11 3

竹原 31 14 27 31 24 20 竹原小 30 17 31 20 32 30 竹原中 32 35 29

金山 12 10 11 15 15 13 金山小 18 19 12 20 17 16

金山中 41 41 43
下原 5 7 8 9 12 10 下原小 7 8 10 11 14 9

菅田 5 3 5 5 5 7 菅田小 8 10 6 6 8 14

東第一 3 3 8 4 4 8 東第一小 1 8 5 9 14 7

下呂特 3 2 3 3 1 1 下呂特 2 3 1

年齢計 190 167 185 200 191 228 学年計 218 251 246 271 285 256 学年計 233 264 276

市内小中学校・特別支援学校の
児童生徒数と小学校校区ごとの年齢別（就学前）人数 平成31年4月1日現在

※下呂市小中学校適正規模検討委員会から「望ましい学校規模の実現に向けた市民意識の喚起」が求められていることから、
　０歳児から中学校３年生までの年齢別人数を掲載。
※表中の萩原北中学校の人数には、萩原小学校を卒業した上上呂地区の生徒も含まれます。

　
市
で
は
、
障
が
い
者
や
障
が
い
者
の
家
族
な
ど
か
ら
日
頃
の

悩
み
や
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
る
た
め
、
次
の
３
つ
の
事
業
所
に
相
談
支
援
事
業

を
委
託
し
て
い
ま
す
。
電
話
や
メ
ー
ル
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

障
が
い
に
関
す
る
相
談
は
こ
ち
ら
ま
で

対
　
　
象
　
全
て
の
障
が
い

開
所
日
時
　
月
曜
日
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17
時

　
　
　
　
　（
土
曜
日
は
随
時
、
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

住
　
　
所
　
今
庄
ビ
ル
１
階
（
萩
原
町
萩
原
）

電
　
　
話
　
☎
５
２
・
２
７
８
７

Ｅ
メ
ー
ル
　gero-soudan@

hida-jikoukai.or.jp

対
　
　
象
　
全
て
の
障
が
い
（
主
に
精
神
障
が
い
）

開
所
日
時
　
月
曜
日
～
土
曜
日
　
８
時
30
分
～
16
時
30
分

　
　
　
　
　（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

住
　
　
所
　
南
ひ
だ
せ
せ
ら
ぎ
病
院
内
（
萩
原
町
西
上
田
）

電
　
　
話
　
☎
０
８
０
・
４
２
２
３
・
３
７
９
４

Ｅ
メ
ー
ル
　kokorosoudan@

m
inam

ihida-seseragi.com

対
　
　
象
　
精
神
障
が
い（
発
達
障
が
い
を
含
む
）・
知
的
障
が
い

開
所
日
時
　
月
曜
日
～
土
曜
日
　
９
時
～
16
時
30
分

　
　
　
　
　（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

住
　
　
所
　
高
山
市
国
府
町
（
須
田
病
院
隣
り
）

電
　
　
話
　
☎
０
５
７
７
・
７
２
・
５
０
２
３

Ｅ
メ
ー
ル
　yam

abiko@
suda-hos.com

【
問
合
先
】
社
会
福
祉
課
　
☎
５
２
・
３
９
３
６

◆
下
呂
市
障
が
い
者
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

◆
南
ひ
だ
心
の
相
談
セ
ン
タ
ー

◆
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ

◎
は
転
任
・
○
は
新
任
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●御嶽山や飛騨御嶽高地トレーニングエリアを核として、だれも
　が親しんで活用するとともに、アスリートの育成を支援します。
●公の施設の見直しの中で、社会体育施設のトイレの洋式化を計
　画的に進めます。
●東京オリンピック・パラリンピックを契機として、スポーツを
　通じた人間形成と健康増進を進め、夢と感動を与えられる環境
　をつくります。
●市民の健康づくりを進めるため、年齢などに見合った、身近な
　スポーツや軽い運動など生活習慣としての普及を進めます。

下呂市教育大綱を策定しました
　「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」によ
り、市長と教育委員会で構成される「総合教育会議」
が設置されています。その会議において協議を行い、
教育の目標や施策の根本的な方針を定めた「教育大綱」
が定められています。

　大綱は平成 28 年度から３か年で定められていたた
め、平成 31 年度からの下呂市の教育および文化・ス
ポーツの振興に関する総合的な施策について、今後 3
年間の方向性を示すものとして、下呂市の教育大綱を
見直し、策定しましたのでお知らせします。　【企画課】

●子どもたちの「分かりたい・考えたい」という
　思いを生み出し、自分の思いや考えで学ぶ力を
　育みます。
●様々な人と一緒になって学んだり、活動したり
　する喜びと力を育みます。
●先生が指導力を十分に発揮でき、子どもたちが
　生き生きと学べるような学習環境の整備を進め
　るための予算措置に努めます。
●特別な支援を要する児童生徒や、要保護・準要
　保護世帯への支援や教育相談を充実します。

●コミュニティスクールの推進により、学校、家庭、地域が一体
　となって、地域社会と関わる力を育み、心豊かでたくましく生
　きる児童生徒の育成に努めます。
●地震や豪雨、猛暑等への対応による危機管理を徹底し、施設の
　安全性の再点検と老朽化も含む問題個所の改修を進めます。
●「食」を通じて、家庭内における減塩意識を高めるとともに、
　健やかな身体づくりに努めます。

東京五輪を契機としたスポーツの魅力発信により、
競技・観戦を問わずスポーツ人口の裾野を広げます

●赤ちゃんカフェ、UP カフェなど、妊娠期から
　親としての学習機会の周知活用による充実や、
　社会教育主事を活用した家庭教育学級の充実な
　どを進めます。
●青少年育成推進員活動支援等を通じ、子ども会
　や地域活動のリーダーの養成等、地域を担う人
　づくりを進めます。
●参加率の向上を目指し、生涯学習講座の企画や
　図書館機能の充実、周知強化により、市民一人
　ひとりが自立と自己育成を図ることができるよ
　う努めます。
●コミュニティスクールと連動した「地域学校協
　働活動」を進める中で、市民だれもが地域づく
　りの柱として、主体的な地域活動を進めます。
●市内にある文化施設や社会教育施設、社会体育
　施設やプールなどの有効活用を図り、市民の健
　康増進や心豊かな暮らしを創出します。

●地域の拠り所ともなる文化財を確実に継承するため、保存修理
　事業を積極的に行います。
●学校の授業や社会見学の利便向上、地域振興に資するため、埋
　蔵文化財体験学習や文化財講座を継続的に実施します。
●伝統文化の保持と保存に努めるとともに、文化財伝承の後継者
　育成を進めます。
●市内の渓流や山並み等にふれる機会を通じて、ふるさとの自然
　がもつすばらしさを伝え、広げます。

ふるさとの自然や文化を受け継ぎ、守ります

1 魅力ある学校づくりを推進し、
未来をたくましく生き抜く子を育てます

2 安心・安全を最優先とし、
地域とともにある学校づくりを目指します

3
4

5

市民誰もが参加しやすい
生涯学習の体制づくりを推進します

基本方針

基本理念 生きる力や豊かな文化を育みます 

　先を見通すことが難しく、今の子どもたちが活躍する近い将来の社会では、今とは全く異なる社会にな
るとの予測もあり、その時代に生きる力を今、養うことが急務とされています。
　そうした変化を受けとめながら、ふるさとで暮らす大人たちが、いきいきと輝く姿を創出するとともに、
ふるさとを誇りに思い、次の世代へとつなげることのできる子どもを育てます。
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【
中
学
校
】

萩
原
南
・
中
切
幹
男

萩
原
北
・
田
中
雅
美

小
坂
・
◎
前
田
芳
隆

下
呂
・
田
中
敏
雄

竹
原
・
◎
中
島
裕
典

金
山
・
◎
栃
本
勝
美

【
小
学
校
】

萩
原
・
柏
木
寛
隆

宮
田
・
◎
伊
藤
弘
一

尾
崎
・
○
久
冨
雅
仁

小
坂
・
松
山
正
人

下
呂
・
小
出
義
彦

竹
原
・
古
川
慎
一

上
原
・
○
北
條
裕
也

中
原
・
清
水
英
彦

金
山
・
藤
木
和
子

下
原
・
◎
進
藤
千
里

菅
田
・
坂
和
貴
子

東
第
一
・
○
細
江
幸
次

馬
瀬
・
室
屋
宏
平

小
中
学
校
の

　
　
　校
長
紹
介 

　
　
　
　
　  （
敬
称
略
）

校区名 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 学校名 小 1 小 2 小 3 小 4 小 5 小 6 学校名 中 1 中 2 中 3

萩原 50 43 52 46 49 74 萩原小 50 53 80 62 61 62
萩原南中 56 74 75

馬瀬 8 5 5 8 6 6 馬瀬小 5 7 3 6 10 8

宮田 11 4 11 4 7 6 宮田小 13 16 11 12 10 11
萩原北中 34 26 27

尾崎 8 19 11 16 16 14 尾崎小 15 16 18 21 22 21

小坂 17 9 13 16 14 17 小坂小 17 26 14 28 20 16 小坂中 15 19 28

下呂 32 37 26 34 33 39 下呂小 40 52 43 60 58 50

下呂中 53 66 73上原 6 10 7 9 2 10 上原小 5 10 6 5 7 8

中原 2 3 1 3 4 4 中原小 6 7 4 8 11 3

竹原 31 14 27 31 24 20 竹原小 30 17 31 20 32 30 竹原中 32 35 29

金山 12 10 11 15 15 13 金山小 18 19 12 20 17 16

金山中 41 41 43
下原 5 7 8 9 12 10 下原小 7 8 10 11 14 9

菅田 5 3 5 5 5 7 菅田小 8 10 6 6 8 14

東第一 3 3 8 4 4 8 東第一小 1 8 5 9 14 7

下呂特 3 2 3 3 1 1 下呂特 2 3 1

年齢計 190 167 185 200 191 228 学年計 218 251 246 271 285 256 学年計 233 264 276

市内小中学校・特別支援学校の
児童生徒数と小学校校区ごとの年齢別（就学前）人数 平成31年4月1日現在

※下呂市小中学校適正規模検討委員会から「望ましい学校規模の実現に向けた市民意識の喚起」が求められていることから、
　０歳児から中学校３年生までの年齢別人数を掲載。
※表中の萩原北中学校の人数には、萩原小学校を卒業した上上呂地区の生徒も含まれます。

　
市
で
は
、
障
が
い
者
や
障
が
い
者
の
家
族
な
ど
か
ら
日
頃
の

悩
み
や
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
る
た
め
、
次
の
３
つ
の
事
業
所
に
相
談
支
援
事
業

を
委
託
し
て
い
ま
す
。
電
話
や
メ
ー
ル
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

障
が
い
に
関
す
る
相
談
は
こ
ち
ら
ま
で

対
　
　
象
　
全
て
の
障
が
い

開
所
日
時
　
月
曜
日
～
金
曜
日
　
８
時
30
分
～
17
時

　
　
　
　
　（
土
曜
日
は
随
時
、
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

住
　
　
所
　
今
庄
ビ
ル
１
階
（
萩
原
町
萩
原
）

電
　
　
話
　
☎
５
２
・
２
７
８
７

Ｅ
メ
ー
ル
　gero-soudan@

hida-jikoukai.or.jp

対
　
　
象
　
全
て
の
障
が
い
（
主
に
精
神
障
が
い
）

開
所
日
時
　
月
曜
日
～
土
曜
日
　
８
時
30
分
～
16
時
30
分

　
　
　
　
　（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

住
　
　
所
　
南
ひ
だ
せ
せ
ら
ぎ
病
院
内
（
萩
原
町
西
上
田
）

電
　
　
話
　
☎
０
８
０
・
４
２
２
３
・
３
７
９
４

Ｅ
メ
ー
ル
　kokorosoudan@

m
inam

ihida-seseragi.com

対
　
　
象
　
精
神
障
が
い（
発
達
障
が
い
を
含
む
）・
知
的
障
が
い

開
所
日
時
　
月
曜
日
～
土
曜
日
　
９
時
～
16
時
30
分

　
　
　
　
　（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

住
　
　
所
　
高
山
市
国
府
町
（
須
田
病
院
隣
り
）

電
　
　
話
　
☎
０
５
７
７
・
７
２
・
５
０
２
３

Ｅ
メ
ー
ル
　yam

abiko@
suda-hos.com

【
問
合
先
】
社
会
福
祉
課
　
☎
５
２
・
３
９
３
６

◆
下
呂
市
障
が
い
者
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

◆
南
ひ
だ
心
の
相
談
セ
ン
タ
ー

◆
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ

◎
は
転
任
・
○
は
新
任
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下呂市国民健康保険（国保）・後期高齢者医療保険健診のお知らせ
　6 月から特定健診（国保）、すこやか健診（後期高齢者保険）が始まります。受診券

は 5 月中に 20 歳以上の国保加入者と後期高齢者保険の加入者に送付しますので、受診

しましょう。詳細は、送付される受診券に同封の案内にてご確認ください。　【市民課】

自分のため 家族のために 年に一度は健診受診を

健診受診の流れ

　下呂市国民健康保険では、生活習慣病の予防・早期

発見・早期治療により、加入者の皆さんの健康維持・

推進を図るために、人間ドック費用を一部助成します。

（事前申し込みが必要です）

◆受 付 場 所　市民課・各振興事務所
　　　　　　　萩原保健センター
◆持 ち 物　国民健康保険証、印鑑（認め印）
◆医 療 機 関　市立金山病院、県立下呂温泉病院
◆受 診 期 間　
　令和元年 6 月 1 日～令和 2 年 2 月 28 日まで
◆受診の流れ　
　①まずは、市役所窓口で申し込み
　②人間ドック助成券が後日送付されます
　③市立金山病院または県立下呂温泉病院に予約
　④人間ドック受診

【問合先】市民課　☎ 24-2222（内線 122）

次の全てに該当する人
①人間ドック受診時に、下呂市国民健康保険の資格があ
　る人（社会保険や後期高齢者医療保険などの資格の人
　は対象外）
②昭和 55 年 3 月 31 日以前の誕生日の人
③国保税を滞納していない世帯の人
④本年度下呂市の実施する特定健診およびがん検診を受
　診していない人

●市立金山病院の助成金　　～ 19,256 円
　自己負担額の例：A コースの場合
　28,800 円（人間ドック費用）－ 19,256 円（助成金）
　＝ 9,544 円～（自己負担額）
●県立下呂温泉病院の助成金　　～ 19,467 円
　自己負担額の例：国保人間ドックコースの場合
　29,376 円（人間ドック費用）－ 19,467 円（市からの
　助成金）　＝ 9,909 円～（自己負担額）
※オプションやコースにより自己負担額は異なります。
※市立金山病院と県立下呂温泉病院のみ助成対象です。
※上記の費用や助成金額は消費税 8％で計算しています。
　消費税率が変更された場合は改正後の金額での費用・
　助成金額となります。

助成金（自己負担額）

対象者

公民館などで受診したい

日程など確認し健診会場へ 受診券同封の案内を見て予約

予約日に病院へ

市内医療機関で受診したい

下呂市国保・後期高齢者医療保険の人
特定健診・すこやか検診

市へ助成申込み

下呂市国保の人

人間ドック

予約日に病院へ

⇒
⇒

⇒ ⇒
⇒

※下呂温泉病院・金山病院・集
　団健診（公民館などでの健診）
　では「胃・肺・大腸がん検診」
　も同日に受診できます。
※国保の人で、事業所や市外で
　人間ドックを受診された人は
　結果の写しを市民課または保
　健センターへご提出くださ　
　い。

人間ドックの費用を一部助成します
下呂市国民健康保険に加入している人へ

助成券が届いたら…
予約する

おめでとう（敬称略）
※スポーツ・文化活動で全国大会などに出場する選手・団
体に対して激励金を交付しています。詳細は、市ホームペー
ジまたは市民活動推進課までお問い合わせください。

高齢者叙勲受章
【地方自治功労】山内智通（元金山町議会議員）
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市職員の退職・採用
◉退職者（39人）3月 31 日付
【一般行政職・消防職・医療職】◆部長級▽星屋昌弘（総務部長）▽岡﨑和也（健康福祉部長）▽長江寛（建設部長）

▽岩佐靖（環境部長）▽大坪仁文（萩原振興事務所長）▽林利春（小坂振興事務所長）▽齋藤和弘（下呂振興事務所長）
▽加藤宗広（金山病院事務局長）▽二村勝浩（議会事務局長）◆課長級▽今井梅子（わかあゆ保育園長）▽山中昌弘（会
計管理者）▽村岡裕貴（農務課畜産対策鑑）▽細江若美（中消防署長）▽千田憲文（南消防副署長）◆一般職員▽細江
伴幸（環境施設課中山浄化園）▽今井勉（環境施設課クリーンセンター）▽杉山茂（環境施設課クリーンセンター）▽
森信幸（金山病院）▽桐山敏彦（金山病院）▽中島英樹（金山病院）▽丸川尚美（金山病院）▽細江忠光（農務課）▽
西村俊司（観光課）▽奥田沙里（建築課）▽今井千恵子（金山病院）▽小林訓大（金山病院）〈再任用職員〉▽今井雅彦（危
機管理課）▽成美敏彦（会計課）▽清水敏（みやだ子育て保育ステーション）▽今井由記江（小坂子育て支援センター）
▽和田久男（金山病院）▽安江登美子（金山病院）〈任期付職員〉▽板倉ひと美（金山地域振興課）▽丸山美佳（市民課）
▽笠井璃久（土木課）▽熊崎早希（会計課）
【技能労務職】▽田口節子（竹原小学校）▽加藤たつみ（南部学校給食センター）▽中島鏡子（金山病院）

職員採用試験のご案内

◆試験の特徴　教養試験は、公務員試験対策不要の教養試験（大卒または高卒程度）を採用しています。
◆申 込 方 法　試験内容および申込用紙は、人事係または各振興事務所の窓口でお渡しします。（郵送または市ホームページ
　　　　　　　からダウンロードも可能）必要書類を添付の上、総務課人事係へお申し込みください。
◆受 付 期 限　5月 1日（水）～ 29 日（水）（郵送も 29 日 17 時必着）
※第 2回の職員募集は、7月号でお知らせする予定です。

職種 人数 受験資格など 採用日 一次試験

行政事務（一般、社会人）

若干名

・平成元年（行政事務（社会人）のみ昭和 59 年）4月 2日以降　
　に生まれた人で、大卒以上または令和 2年 3月 31 日までに
　大卒見込みの人
・行政事務（社会人）受験者は、民間企業などにおける職務経
　験が複数年以上ある人（申込時点）
・技術職受験者は、該当分野の専門課程を修了した人
・専門職受験者は、該当資格または免許を有する人 令和2年

4月1日

6月9日

技術職（建築、土木）

専門職
（保健師・社会福祉士）

行政事務（障がい者）

若干名

・平成元年（行政事務（障がい者）は昭和 49 年）4月 2日以降　
　に生まれた人で、高卒以上（行政事務（障がい者）は高卒程度）
・消防職受験者は、運転免許（凖中型運転可）を有する人
・専門職受験者は、該当資格または免許を有する人
・行政事務（障がい者）受験者は、障害者手帳などの交付を受
　けている人

消防職

専門職（保育士）

行政事務
（社会人・UJI ターン） 若干名

・昭和 59 年 4月 2日以降に生まれた人で、高卒以上
・市外に在住（申込時点）
・行政事務（社会人）受験者は、民間企業などにおける職務経
　験が複数年以上ある人（申込時点）

令和元年
9月1日
（予定）

※その他の要件…地方公務員法第 16 条に該当しない人。障がい者の人で、試験のときに配慮が必要な人は申込時にお申し出ください。
　　　　　　　　できる限り配慮します。資格または免許などは取得見込の人を含みます。消防職は採用後原則市内に住所を有すること。

【問合先】総務課人事係　☎ 24-2222

◉新規採用職員（36人）4月 1日付
【一般行政職】▽森田梢（高齢福祉課）▽堀江亮（税務課）▽星野晶（観光課）▽藤井真奈美（市民活動推進課）▽今

村友美（企画課）▽細江優太（たけはらこども園）▽田口啓太（下呂地域振興課）▽中丸咲恵花（会計課）〈再任用職員〉
▽岡﨑和也（社会福祉課）▽大坪仁文（林務課）▽岩佐靖（小坂地域振興課）▽林利春（飛騨農業共済事務組合）▽今
井梅子（かみはら子育て・保育ステーション）▽村岡裕貴（農務課）▽山中昌弘（会計課）▽細江伴幸（環境施設課）
▽杉山茂（環境施設課）▽桐山敏彦（金山病院）▽丸川尚美（金山病院）▽加藤たつみ（下呂南部学校給食センター）〈任
期付職員〉▽今井昭宏（危機管理課）▽中島敏浩（社会福祉課）▽熊﨑稔（金山地域振興課）▽内木明美（税務課）▽
今井景子（市民課）▽進藤舞（高齢福祉課）▽今井千夏（わかばこども園）▽西田里江（萩原地域振興課）▽加藤愛美

（児童福祉課）▽森信幸（薬剤科）
【消防本部】▽柿海斗（北消防署）▽二村和樹（中消防署）▽今井亮介（中消防署）▽寺尾大（南消防署）
【金山病院】▽長谷川文菜（放射線科）▽田口友希衣（看護科）

◉岐阜県関係
【県から派遣】▽大池隆之（企画課長）▽西宗利（学校教育課）▽中島昌敏（学校教育課）▽田口摩左代（市民活動推進課）

▽後藤貴宏（小坂診療所）
【県へ復帰】▽中村希志（学校教育課）▽小川潤也（学校教育課） ▽古守史英（市民活動推進課）　　　　　　【総務課】
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市職員の退職・採用
◉退職者（39人）3月 31 日付
【一般行政職・消防職・医療職】◆部長級▽星屋昌弘（総務部長）▽岡﨑和也（健康福祉部長）▽長江寛（建設部長）

▽岩佐靖（環境部長）▽大坪仁文（萩原振興事務所長）▽林利春（小坂振興事務所長）▽齋藤和弘（下呂振興事務所長）
▽加藤宗広（金山病院事務局長）▽二村勝浩（議会事務局長）◆課長級▽今井梅子（わかあゆ保育園長）▽山中昌弘（会
計管理者）▽村岡裕貴（農務課畜産対策鑑）▽細江若美（中消防署長）▽千田憲文（南消防副署長）◆一般職員▽細江
伴幸（環境施設課中山浄化園）▽今井勉（環境施設課クリーンセンター）▽杉山茂（環境施設課クリーンセンター）▽
森信幸（金山病院）▽桐山敏彦（金山病院）▽中島英樹（金山病院）▽丸川尚美（金山病院）▽細江忠光（農務課）▽
西村俊司（観光課）▽奥田沙里（建築課）▽今井千恵子（金山病院）▽小林訓大（金山病院）〈再任用職員〉▽今井雅彦（危
機管理課）▽成美敏彦（会計課）▽清水敏（みやだ子育て保育ステーション）▽今井由記江（小坂子育て支援センター）
▽和田久男（金山病院）▽安江登美子（金山病院）〈任期付職員〉▽板倉ひと美（金山地域振興課）▽丸山美佳（市民課）
▽笠井璃久（土木課）▽熊崎早希（会計課）
【技能労務職】▽田口節子（竹原小学校）▽加藤たつみ（南部学校給食センター）▽中島鏡子（金山病院）

職員採用試験のご案内

◆試験の特徴　教養試験は、公務員試験対策不要の教養試験（大卒または高卒程度）を採用しています。
◆申 込 方 法　試験内容および申込用紙は、人事係または各振興事務所の窓口でお渡しします。（郵送または市ホームページ
　　　　　　　からダウンロードも可能）必要書類を添付の上、総務課人事係へお申し込みください。
◆受 付 期 限　5月 1日（水）～ 29 日（水）（郵送も 29 日 17 時必着）
※第 2回の職員募集は、7月号でお知らせする予定です。

職種 人数 受験資格など 採用日 一次試験

行政事務（一般、社会人）

若干名

・平成元年（行政事務（社会人）のみ昭和 59 年）4月 2日以降　
　に生まれた人で、大卒以上または令和 2年 3月 31 日までに
　大卒見込みの人
・行政事務（社会人）受験者は、民間企業などにおける職務経
　験が複数年以上ある人（申込時点）
・技術職受験者は、該当分野の専門課程を修了した人
・専門職受験者は、該当資格または免許を有する人 令和2年

4月1日

6月9日

技術職（建築、土木）

専門職
（保健師・社会福祉士）

行政事務（障がい者）

若干名

・平成元年（行政事務（障がい者）は昭和 49 年）4月 2日以降　
　に生まれた人で、高卒以上（行政事務（障がい者）は高卒程度）
・消防職受験者は、運転免許（凖中型運転可）を有する人
・専門職受験者は、該当資格または免許を有する人
・行政事務（障がい者）受験者は、障害者手帳などの交付を受
　けている人

消防職

専門職（保育士）

行政事務
（社会人・UJI ターン） 若干名

・昭和 59 年 4月 2日以降に生まれた人で、高卒以上
・市外に在住（申込時点）
・行政事務（社会人）受験者は、民間企業などにおける職務経
　験が複数年以上ある人（申込時点）

令和元年
9月1日
（予定）

※その他の要件…地方公務員法第 16 条に該当しない人。障がい者の人で、試験のときに配慮が必要な人は申込時にお申し出ください。
　　　　　　　　できる限り配慮します。資格または免許などは取得見込の人を含みます。消防職は採用後原則市内に住所を有すること。

【問合先】総務課人事係　☎ 24-2222

◉新規採用職員（36人）4月 1日付
【一般行政職】▽森田梢（高齢福祉課）▽堀江亮（税務課）▽星野晶（観光課）▽藤井真奈美（市民活動推進課）▽今

村友美（企画課）▽細江優太（たけはらこども園）▽田口啓太（下呂地域振興課）▽中丸咲恵花（会計課）〈再任用職員〉
▽岡﨑和也（社会福祉課）▽大坪仁文（林務課）▽岩佐靖（小坂地域振興課）▽林利春（飛騨農業共済事務組合）▽今
井梅子（かみはら子育て・保育ステーション）▽村岡裕貴（農務課）▽山中昌弘（会計課）▽細江伴幸（環境施設課）
▽杉山茂（環境施設課）▽桐山敏彦（金山病院）▽丸川尚美（金山病院）▽加藤たつみ（下呂南部学校給食センター）〈任
期付職員〉▽今井昭宏（危機管理課）▽中島敏浩（社会福祉課）▽熊﨑稔（金山地域振興課）▽内木明美（税務課）▽
今井景子（市民課）▽進藤舞（高齢福祉課）▽今井千夏（わかばこども園）▽西田里江（萩原地域振興課）▽加藤愛美

（児童福祉課）▽森信幸（薬剤科）
【消防本部】▽柿海斗（北消防署）▽二村和樹（中消防署）▽今井亮介（中消防署）▽寺尾大（南消防署）
【金山病院】▽長谷川文菜（放射線科）▽田口友希衣（看護科）

◉岐阜県関係
【県から派遣】▽大池隆之（企画課長）▽西宗利（学校教育課）▽中島昌敏（学校教育課）▽田口摩左代（市民活動推進課）

▽後藤貴宏（小坂診療所）
【県へ復帰】▽中村希志（学校教育課）▽小川潤也（学校教育課） ▽古守史英（市民活動推進課）　　　　　　【総務課】
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杖の効用

　
杖
は
下
肢
に
障
害
の
あ
る
方
ば
か
り
で
な

く
、
高
齢
で
脚
力
の
低
下
し
た
方
や
、
外
歩

き
を
楽
し
む
方
に
も
と
て
も
有
効
な
歩
行
補

助
具
で
す
。

　
歩
行
は
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
必

要
な
能
力
で
す
。
歩
行
障
害
を
ひ
き
お
こ
す

こ
と
な
く
歩
行
す
る
た
め
に
は
歩
行
に
必
要

な
筋
力
と
平
衡
機
能
の
維
持
が
大
変
重
要
で

す
。
し
か
し
、
人
は
誰
で
も
加
齢
と
と
も
に

身
体
能
力
が
衰
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
と
と
も

に
起
こ
っ
て
く
る
脚
や
腰
の
筋
力
の
低
下
、

平
衡
機
能
の
低
下
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
杖
は
弱
っ
た
筋
力
を
補
助
し
体
を
支
え
て

姿
勢
を
よ
く
し
、
歩
行
を
安
定
さ
せ
ま
す
。

杖
に
体
重
を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
脚
や
腰

に
か
か
る
負
担
が
分
散
さ
れ
痛
み
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
杖
は
転
倒
す
る
不
安
を
や
わ
ら

げ
、
自
分
の
力
で
歩
い
て
い
る
と
い
う
満

足
感
が
得
ら
れ
、
歩
行
が
楽
し
く
な
り
、

外
出
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　“
Ｔ
字
杖
”
は
転
ば
ぬ
先
の
杖
と
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
幾
分
ふ
ら
つ
い
た
り
、
長
く

歩
く
の
が
不
安
な
方
で
、
杖
に
わ
ず
か
に
頼

り
な
が
ら
歩
く
方
に
適
し
て
い
ま
す
。

　“
四
点
杖
”
は
四
つ
の
足
が
あ
り
、
杖
そ
の

も
の
で
立
っ
て
い
ら
れ
る
の
で
、
Ｔ
字
杖
よ

り
も
高
い
安
定
性
が
得
ら
れ
ま
す
。
杖
に
頼

る
こ
と
が
多
い
方
で
、
Ｔ
字
杖
で
は
不
安
な

方
に
適
し
て
い
ま
す
。

　
ロ
フ
ス
ト
ラ
ン
ド
杖
は
上
部
に
前
腕
を
通

す
輪
っ
か
（
カ
フ
）、下
部
に
握
り
手
（
グ
リ
ッ

プ
）
が
つ
い
た
杖
で
す
。
握
力
が
弱
い
方
、

筋
力
が
足
り
な
く
て
下
半
身
を
支
え
き
れ
な

い
方
な
ど
に
適
し
て
い
ま
す
。

　
杖
を
使
う
上
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
杖
先
ゴ
ム
の
劣
化
で
す
。
硬
く
な
っ

た
り
擦
り
減
っ
た
り
し
て
滑
り
や
す
く
な
っ

た
杖
先
ゴ
ム
は
サ
イ
ズ
の
合
っ
た
新
し
い
も

の
に
取
り
換
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
床
な
ど

接
地
面
に
よ
っ
て
は
滑
り
や
す
い
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。
杖
は
手
を
離
す
と
倒
れ
て
そ

れ
を
拾
う
の
が
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

杖
先
ゴ
ム
の
先
端
が
３
～
４
個
に
分
か
れ
て

い
て
自
立
し
や
す
く
な
っ
た
杖
も
あ
り
両
手

を
使
い
た
い
と
き
に
便
利
で
す
。

　
二
本
杖
歩
行
は
運
動
の
た
め
に
歩
く
の
に

適
し
た
杖
歩
行
で
す
。
ス
キ
ー
の
よ
う
に
両

手
で
杖
（
ポ
ー
ル
、
ス
ト
ッ
ク
）
を
つ
い
て

歩
き
ま
す
。
左
右
に
杖
を
つ
く
の
で
体
の
ふ

ら
つ
き
や
傾
き
が
抑
え
ら
れ
、
背
骨
が
伸
び

て
姿
勢
が
よ
く
な
り
ま
す
。
両
手
を
使
う
の

で
下
半
身
ば
か
り
で
な
く
、
肩
や
腕
な
ど
の

上
半
身
の
運
動
に
も
な
り
、
全
身
の
筋
力
を

高
め
ま
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
で
背
骨
が

曲
が
っ
て
い
る
方
は
、
荷
物
は
背
中
に
背
負
っ

て
二
本
杖
で
歩
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
カ
ー
は
下
半
身
の
機
能
が
衰
え

た
方
に
と
っ
て
、
移
動
手
段
と
し
て
も
、
歩

い
て
足
腰
を
鍛
え
る
た
め
に
も
適
し
た
歩
行

補
助
具
で
す
。
し
か
し
、
歩
行
時
前
か
が
み

に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
腰
痛
の
原
因
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
症
状
に
合
わ
せ
た
使

い
方
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
運
動
の
た
め
に
杖
歩
行
を
す
る
場
合
、
痛

み
を
我
慢
し
な
が
ら
歩
行
す
る
の
は
避
け
ま

し
ょ
う
。
運
動
に
よ
っ
て
痛
み
を
生
ず
る
場

合
は
運
動
量
が
多
す
ぎ
る
か
、
歩
行
の
方
法

が
誤
っ
て
い
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
す
。
杖
歩

行
運
動
は
適
量
を
継
続
し
な
い
と
効
果
が
望

め
ま
せ
ん
。

　
杖
の
選
び
方
、
使
い
方
、
運
動
方
法
な
ど

に
つ
い
て
は
病
院
外
科
外
来
で
ご
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
受
診
時
な
ど
に
気
軽
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
下
呂
市
立
金
山
病
院
　
顧
問
　
古
田
智
彦

　　みんなで減塩　伸ばそう健康寿命　 　　　　　　毎月 17 日は「減塩の日」

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91
日
以

上
の
犬
は
「
登
録
」
と
「
毎
年
１
回
の
狂
犬

病
予
防
注
射
の
接
種
と
注
射
済
票
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
愛
犬
の
注
射
が
済
ん
で
い
な

い
場
合
は
、
注
射
を
し
て
、
注
射
済
票
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
犬
の

登
録
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
新
規
登
録

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
は

健
康
医
療
課
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
健
康
医

療
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
（
追
加
）

　
◎
６
月
５
日
（
水
）

※
対
象
者
に
は
実
施
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
「
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運

動
」
が
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
幻
覚
症
状
を
引
き
起
こ
す
「
大
麻
」
や
、

麻
薬
の
原
料
と
な
る
「
け
し
」
の
栽
培
は
、

免
許
を
受
け
た
人
以
外
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
生
し
て
い
る
大
麻
や
け

し
の
採
取
や
所
持
、
乱
用
す
る
こ
と
も
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
麻
や
け
し

の
乱
用
は
人
の
精
神
や
体
を
む
し
ば
ん
で

い
き
ま
す
。

　
大
麻
や
け
し
の
不
正
な
栽
培
や
自
生
し

て
い
る
の
を
発
見
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に

最
寄
り
の
保
健
所
ま
た
は
警
察
署
等
に
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
は
、
た
ば
こ
を
吸

わ
な
い
こ
と
が
一
般
的
な
社
会
習
慣
と
な

る
よ
う
様
々
な
対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の

決
議
に
よ
り
昭
和
63
年
に
設
け
ら
れ
、
平

成
元
年
か
ら
は
５
月
31
日
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
４
年
か
ら
世

界
禁
煙
デ
ー
に
始
ま
る
一
週
間
を
「
禁
煙

週
間
」（
５
月
31
日
～
６
月
６
日
）と
定
め
、

各
種
の
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
喫
煙
や
受
動
喫
煙
は
、が
ん
や
心
疾
患
、

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
、
糖
尿
病
、
歯
周
疾

患
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
自
分
や
家
族
の
健
康
を
考

え
て
禁
煙
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

愛
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は

お
済
で
す
か
？

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
実
施
中
！

　
　
　（
５
月
１
日
～
６
月
30
日
）
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5
・
6
月
の
担
当
医

5 月
3
日
（

　）
奥
村
昇
司
（
お
く
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

4
日
（

　）
小
林
源
博
（
こ
ば
や
し
整
形
外
科
）

5
日
（

　）
阿
部
親
司
（
阿
部
医
院
）

6
日
（

　）
今
井
直
人
（
花
田
医
院
）

12
日
（
日
）
大
塚
正
議
（
大
塚
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
）

19
日
（
日
）
阿
部
慎
太
朗
（
阿
部
医
院
）

26
日
（
日
）
村
瀬
寛
紀
（
村
瀬
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

6 月
2
日
（
日
）
今
井
直
人
（
花
田
医
院
）

9
日
（
日
）
大
塚
正
議
（
大
塚
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
）

16
日
（
日
）
阿
部
親
司
（
阿
部
医
院
）

23
日
（
日
）
小
林
源
博
（
こ
ば
や
し
整
形
外
科
）

30
日
（
日
）
中
田
宗
彦
（
中
田
医
院
）

※
都
合
に
よ
り
担
当
医
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

下
呂
市
森
８
０
１
‐
10（
下
呂
市
民
会
館
内
）

　
24
‐
１
２
０
０

　診
療
科
目

　　内
科
、
小
児
科

　
　
　
　
　
　（
急
病
患
者
に
限
り
ま
す
）

　診
療
日
　
　

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

　診
療
時
間
　

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
受
診
の
際
は
、
必
ず
保
険
証
や
お
薬
手

帳
（
あ
る
場
合
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
急
病
患
者
専
用
の
た
め
、
平
常
継
続
し

て
受
け
て
い
る
治
療
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
事
前
電
話
の
方
の
診
察
を
優
先
に
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

　さ
い
。（
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

※休日診療所の担当医は、地上デジタル放送ぎふチャン（8ch）のデータ放送でもご覧いただけます。

健康医療課

日
・休

土
・休

月
・休

金
・休

　
・
下
呂
市
在
住
で
20
歳
以
上
で
あ
る
。

　
・
７
月
の
説
明
会
・
測
定
会
、
12
月
頃 

　
　（
予
定
）
の
測
定
会
に
参
加
で
き
る
。

　
・
継
続
し
て
取
り
組
む
意
欲
が
あ
る
。

■
募
集
人
数

　
５
０
０
名
（
先
着
）

　
参
加
者
に
は
活
動
量
計
を
貸
与
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
５
月
15
日
㈬
～
６
月
26
日
㈬

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　
　
参
加
申
込
書
を
健
康
医
療
課
、下
呂
・

金
山
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
振
興

事
務
所
窓
口
に
提
出
い
た
だ
く
か
、

健
康
医
療
課
に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
５
３
・
２
１
０
２
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
参
加
申
込
書
は
、
右
記
窓
口
で

受
け
取
る
か
下
呂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
参
加
費
用

　
５
０
０
円

　
７
月
の
説
明
会
・
測
定
会
時
に
お
支
払 

　
い
い
た
だ
き
ま
す
。

　「タ
ニ
タ
監
修
健
康
メ
ニ
ュ
ー
」

　協
力
店
募
集

　
　
タ
ニ
タ
食
堂
を
運
営
す
る
タ
ニ
タ

の
監
修
に
よ
る
健
康
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
で
き
る
飲
食
店
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
詳
し
く
は
健
康
医
療
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
商
品
券
が
交
換
で
き
ま
す
。

　
　
ほ
か
に
も
市
指
定
の
タ
ニ
タ
監
修
健

康
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
た
り
、
市
営
の

運
動
施
設
の
利
用
な
ど
で
も
ポ
イ
ン

ト
が
た
ま
り
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
説
明
会
時
に
ご
案

内
し
ま
す
。

　（
注
）
活
動
量
計
と
い
う
歩
数
や
消
費

カ
ロ
リ
ー
が
計
測
で
き
る
小
型
機
器

を
身
に
着
け
て
歩
数
を
計
測
し
ま
す
。

【
事
業
期
間
】　
７
月
～
12
月

【
ポ
イ
ン
ト
交
換
】

　
　
事
業
終
了
時
の
合
計
ポ
イ
ン
ト
と
商

品
券
を
交
換
し
ま
す
。
交
換
は
１
ポ

イ
ン
ト
１
円
換
算
で
、
５
０
０
ポ
イ

ン
ト
単
位
（
上
限
２
０
０
０
ポ
イ
ン

ト
）
で
す
。
ま
た
獲
得
ポ
イ
ン
ト
上

位
の
人
に
は
下
呂
市
の
特
産
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【
参
加
条
件
】

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
健
康
で
暮

ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
健
康
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
「
食
生
活
」「
運
動
」「
健

診
」
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
昨
年
度
か
ら

「
健
康
は
自
己
管
理
」
と
い
う
認
識
の
も

と
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
「
健
康
ポ
イ
ン
ト

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
内
容
で
今
年
度
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
概
要

　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

歩
数
（
注
）
や
健
診

の
受
診
、
健
康
に
関

す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
な
ど
に
応
じ
て

ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り
、

た
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト

歩
い
て
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
る
！

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
参
加
者
募
集

活動量計

　【
募
集
期
間
】　
６
月
10
日
㈪
ま
で
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杖の効用

　
杖
は
下
肢
に
障
害
の
あ
る
方
ば
か
り
で
な

く
、
高
齢
で
脚
力
の
低
下
し
た
方
や
、
外
歩

き
を
楽
し
む
方
に
も
と
て
も
有
効
な
歩
行
補

助
具
で
す
。

　
歩
行
は
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
必

要
な
能
力
で
す
。
歩
行
障
害
を
ひ
き
お
こ
す

こ
と
な
く
歩
行
す
る
た
め
に
は
歩
行
に
必
要

な
筋
力
と
平
衡
機
能
の
維
持
が
大
変
重
要
で

す
。
し
か
し
、
人
は
誰
で
も
加
齢
と
と
も
に

身
体
能
力
が
衰
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
と
と
も

に
起
こ
っ
て
く
る
脚
や
腰
の
筋
力
の
低
下
、

平
衡
機
能
の
低
下
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
杖
は
弱
っ
た
筋
力
を
補
助
し
体
を
支
え
て

姿
勢
を
よ
く
し
、
歩
行
を
安
定
さ
せ
ま
す
。

杖
に
体
重
を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
脚
や
腰

に
か
か
る
負
担
が
分
散
さ
れ
痛
み
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
杖
は
転
倒
す
る
不
安
を
や
わ
ら

げ
、
自
分
の
力
で
歩
い
て
い
る
と
い
う
満

足
感
が
得
ら
れ
、
歩
行
が
楽
し
く
な
り
、

外
出
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　“
Ｔ
字
杖
”
は
転
ば
ぬ
先
の
杖
と
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
幾
分
ふ
ら
つ
い
た
り
、
長
く

歩
く
の
が
不
安
な
方
で
、
杖
に
わ
ず
か
に
頼

り
な
が
ら
歩
く
方
に
適
し
て
い
ま
す
。

　“
四
点
杖
”
は
四
つ
の
足
が
あ
り
、
杖
そ
の

も
の
で
立
っ
て
い
ら
れ
る
の
で
、
Ｔ
字
杖
よ

り
も
高
い
安
定
性
が
得
ら
れ
ま
す
。
杖
に
頼

る
こ
と
が
多
い
方
で
、
Ｔ
字
杖
で
は
不
安
な

方
に
適
し
て
い
ま
す
。

　
ロ
フ
ス
ト
ラ
ン
ド
杖
は
上
部
に
前
腕
を
通

す
輪
っ
か
（
カ
フ
）、下
部
に
握
り
手
（
グ
リ
ッ

プ
）
が
つ
い
た
杖
で
す
。
握
力
が
弱
い
方
、

筋
力
が
足
り
な
く
て
下
半
身
を
支
え
き
れ
な

い
方
な
ど
に
適
し
て
い
ま
す
。

　
杖
を
使
う
上
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
杖
先
ゴ
ム
の
劣
化
で
す
。
硬
く
な
っ

た
り
擦
り
減
っ
た
り
し
て
滑
り
や
す
く
な
っ

た
杖
先
ゴ
ム
は
サ
イ
ズ
の
合
っ
た
新
し
い
も

の
に
取
り
換
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
床
な
ど

接
地
面
に
よ
っ
て
は
滑
り
や
す
い
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。
杖
は
手
を
離
す
と
倒
れ
て
そ

れ
を
拾
う
の
が
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

杖
先
ゴ
ム
の
先
端
が
３
～
４
個
に
分
か
れ
て

い
て
自
立
し
や
す
く
な
っ
た
杖
も
あ
り
両
手

を
使
い
た
い
と
き
に
便
利
で
す
。

　
二
本
杖
歩
行
は
運
動
の
た
め
に
歩
く
の
に

適
し
た
杖
歩
行
で
す
。
ス
キ
ー
の
よ
う
に
両

手
で
杖
（
ポ
ー
ル
、
ス
ト
ッ
ク
）
を
つ
い
て

歩
き
ま
す
。
左
右
に
杖
を
つ
く
の
で
体
の
ふ

ら
つ
き
や
傾
き
が
抑
え
ら
れ
、
背
骨
が
伸
び

て
姿
勢
が
よ
く
な
り
ま
す
。
両
手
を
使
う
の

で
下
半
身
ば
か
り
で
な
く
、
肩
や
腕
な
ど
の

上
半
身
の
運
動
に
も
な
り
、
全
身
の
筋
力
を

高
め
ま
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
で
背
骨
が

曲
が
っ
て
い
る
方
は
、
荷
物
は
背
中
に
背
負
っ

て
二
本
杖
で
歩
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
カ
ー
は
下
半
身
の
機
能
が
衰
え

た
方
に
と
っ
て
、
移
動
手
段
と
し
て
も
、
歩

い
て
足
腰
を
鍛
え
る
た
め
に
も
適
し
た
歩
行

補
助
具
で
す
。
し
か
し
、
歩
行
時
前
か
が
み

に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
腰
痛
の
原
因
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
症
状
に
合
わ
せ
た
使

い
方
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
運
動
の
た
め
に
杖
歩
行
を
す
る
場
合
、
痛

み
を
我
慢
し
な
が
ら
歩
行
す
る
の
は
避
け
ま

し
ょ
う
。
運
動
に
よ
っ
て
痛
み
を
生
ず
る
場

合
は
運
動
量
が
多
す
ぎ
る
か
、
歩
行
の
方
法

が
誤
っ
て
い
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
す
。
杖
歩

行
運
動
は
適
量
を
継
続
し
な
い
と
効
果
が
望

め
ま
せ
ん
。

　
杖
の
選
び
方
、
使
い
方
、
運
動
方
法
な
ど

に
つ
い
て
は
病
院
外
科
外
来
で
ご
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
受
診
時
な
ど
に
気
軽
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
下
呂
市
立
金
山
病
院
　
顧
問
　
古
田
智
彦

　　みんなで減塩　伸ばそう健康寿命　 　　　　　　毎月 17 日は「減塩の日」

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91
日
以

上
の
犬
は
「
登
録
」
と
「
毎
年
１
回
の
狂
犬

病
予
防
注
射
の
接
種
と
注
射
済
票
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
愛
犬
の
注
射
が
済
ん
で
い
な

い
場
合
は
、
注
射
を
し
て
、
注
射
済
票
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
犬
の

登
録
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
新
規
登
録

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
は

健
康
医
療
課
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
健
康
医

療
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
（
追
加
）

　
◎
６
月
５
日
（
水
）

※
対
象
者
に
は
実
施
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
「
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運

動
」
が
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
幻
覚
症
状
を
引
き
起
こ
す
「
大
麻
」
や
、

麻
薬
の
原
料
と
な
る
「
け
し
」
の
栽
培
は
、

免
許
を
受
け
た
人
以
外
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
生
し
て
い
る
大
麻
や
け

し
の
採
取
や
所
持
、
乱
用
す
る
こ
と
も
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
麻
や
け
し

の
乱
用
は
人
の
精
神
や
体
を
む
し
ば
ん
で

い
き
ま
す
。

　
大
麻
や
け
し
の
不
正
な
栽
培
や
自
生
し

て
い
る
の
を
発
見
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に

最
寄
り
の
保
健
所
ま
た
は
警
察
署
等
に
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
は
、
た
ば
こ
を
吸

わ
な
い
こ
と
が
一
般
的
な
社
会
習
慣
と
な

る
よ
う
様
々
な
対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の

決
議
に
よ
り
昭
和
63
年
に
設
け
ら
れ
、
平

成
元
年
か
ら
は
５
月
31
日
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
４
年
か
ら
世

界
禁
煙
デ
ー
に
始
ま
る
一
週
間
を
「
禁
煙

週
間
」（
５
月
31
日
～
６
月
６
日
）と
定
め
、

各
種
の
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
喫
煙
や
受
動
喫
煙
は
、が
ん
や
心
疾
患
、

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
、
糖
尿
病
、
歯
周
疾

患
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
自
分
や
家
族
の
健
康
を
考

え
て
禁
煙
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

愛
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は

お
済
で
す
か
？

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
実
施
中
！

　
　
　（
５
月
１
日
～
６
月
30
日
）
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市
内
に
は
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ

ギ
ク
、
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
、

ア
レ
チ
ウ
リ
と
い
う
「
特
定
外

来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係

る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法

律
」で
指
定
を
受
け
た
植
物（
以

下
、「
外
来
植
物
」
と
い
う
。）

が
生
息
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
外
来
植
物
は
、
在
来
の
植
物

と
競
合
し
て
生
息
場
所
を
奪
う

な
ど
、
下
呂
市
固
有
の
生
態
系

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
今
ま
で
以
上
に
防
除
を
進
め

る
た
め
、
庭
先
や
農
地
、
事
業

所
の
敷
地
な
ど
で
外
来
植
物
を

発
見
し
た
際
に
は
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　【
環
境
課
】

特
定
外
来
生
物（
植
物
）の

　防
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　
北
米
原
産
の
多
年
草
。
道
路
沿

い
や
河
原
な
ど
に
大
き
な
集
団
と

な
っ
て
広
が
る
。
美
し
い
花
が
密

集
し
て
咲
く
様
子
は
見
事
で
、
荒

地
で
も
生
育
す
る
こ
と
か
ら
、
以

前
は
道
路
ま
わ
り
の
修
景
に
よ
く

利
用
さ
れ
、
栽
培
す
る
人
も
多

か
っ
た
。
し
か
し
、
旺
盛
な
繁
殖

力
で
他
の
植
物
を
締
め
出
し
、
生

態
系
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な

い
た
め
、
特
定
外
来
生
物
に
指
定

さ
れ
、
規
制
や
防
除
対
象
と
な
っ

た
。 １

　
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
、
オ
オ
ハ

ン
ゴ
ン
ソ
ウ
、
ア
レ
チ
ウ
リ
の
特

徴
を
そ
れ
ぞ
れ
把
握
し
て
、
在
来

の
植
物
と
見
分
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 発

見
す
る

開
花
時
期　

７
～
10
月

防
除
部
分　

種
子
・
根

特
徴　

花
：
中
央
の
半
球
状
の
盛
り
上
が

　
　
り
が
花
の
集
ま
り
。（
筒
状

　
　
花
）
大
き
め
の
黄
色
の
花
び

　
　
ら
が
垂
れ
下
が
る
。

葉
：
羽
状
に
５
～
７
深
裂
し
た
ギ

　
　
ザ
ギ
ザ
の
葉
。

茎
：
50
ｃ
ｍ
～
３
ｍ
に
も
真
っ
直

　
　
ぐ
伸
び
、太
く
て
丈
夫
な
茎
。

根
：
地
下
茎
が
発
達
し
、
そ
こ
か

　
　
ら
繁
殖
。
地
下
茎
か
ら
種
の

　
　
発
芽
を
抑
制
し
て
、
他
の
植

　
　
物
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
の
種

　
　
子
さ
え
近
く
に
生
え
さ
せ
な

　
　
い
特
殊
能
力
を
持
つ
。

ア
レ
チ
ウ
リ
（
ウ
リ
科
）

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ

（
キ
ク
科
）

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

（
キ
ク
科
）

開
花
時
期　

５
～
８
月

防
除
部
分　

種
子
・
根

特
徴　

花
：
キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス
に
似
て
お

　
　
り
、
花
び
ら
の
先
が
ギ
ザ
ギ

　
　
ザ
に
な
っ
て
い
る
。

茎
：
高
さ
は
30
～
70
ｃ
ｍ
。固
ま
っ
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生
え
る
。

葉
：
茎
葉
は
対
に
な
っ
て
生
え
る
。

　
　
根
元
か
ら
出
る
葉
に
は
長
い

　
　
柄
が
あ
る
。
表
裏
と
も
粗
い

　
　
毛
が
あ
る
。

根
：
地
下
茎
は
よ
く
発
達
し
、
そ

　
　
こ
か
ら
繁
殖
す
る
。

種
：
種
子
の
周
囲
に
円
形
状
の
羽

　
　
が
あ
り
、
風
に
乗
っ
て
飛
散

　
　
す
る
。

　
北
米
原
産
の
多
年
草
。
草
丈
が

50
ｃ
ｍ
～
３
ｍ
に
も
伸
び
る
大
型

の
植
物
で
、
道
路
沿
い
や
河
原
な

ど
に
広
が
る
。
湿
気
を
好
み
、
大

群
落
を
成
し
て
他
の
植
物
を
締
め

出
し
て
し
ま
う
。
花
は
キ
ク
イ
モ

（
菊
芋
）
と
似
て
い
る
。
中
央
の

半
球
状
に
盛
り
上
が
っ
た
部
分
に

た
く
さ
ん
の
筒
状
の
花
が
あ
り
、

大
き
な
黄
色
の
花
び
ら
が
垂
れ
下

が
る
の
が
特
徴
。

　
北
米
原
産
の
１
年
草
。
大
型
の

ツ
ル
植
物
で
、
日
当
た
り
の
い
い

河
原
や
土
手
に
広
が
る
。
葉
や
ツ

ル
は
ざ
ら
つ
き
、
ツ
ル
に
は
白
い

毛
が
生
え
、
ウ
リ
科
植
物
特
有
の

巻
ヒ
ゲ
で
他
の
植
物
に
絡
み
つ

き
、
驚
異
的
な
生
育
速
度
と
繁
殖

力
で
密
生
す
る
。
冬
に
な
る
と
枯

死
す
る
。
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２
　
３
種
の
外
来
植
物
と
も
全
草
を

根
元
か
ら
引
き
抜
き
、
草
丈
を
30

ｃ
ｍ
以
下
と
し
、
袋
に
入
れ
種
子

が
落
ち
な
い
よ
う
袋
の
口
元
を

し
っ
か
り
と
結
び
、
排
出
し
て
く

だ
さ
い
。

防
除
す
る

３
　
耕
作
放
棄
地
な
ど
で
広
範
囲

に
わ
た
り
外
来
植
物
が
群
生
す

る
な
ど
、
個
人
や
地
域
で
の
防

除
が
困
難
な
場
合
は
、
環
境
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

知
ら
せ
る

詳
し
く
は
下
呂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ

た
も
の
に
つ
い
て
は
飼
養
、
栽

培
、
保
管
な
ど
を
す
る
こ
と
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
し

た
場
合
、
違
反
内
容
に
よ
っ
て

非
常
に
重
い
罰
則
が
課
せ
ら
れ

ま
す
。

注
意

！■
個
人
の
場
合

懲
役
３
年
以
下
も
し
く
は

３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

■
法
人
の
場
合

１
億
円
以
下
の
罰
金

開
花
時
期
　
８
～
９
月

防
除
部
分
　
全
て
の
部
位

特
徴

葉
：
ハ
ー
ト
型
の
五
角
形
の
葉
が

　
　
ツ
ル
か
ら
１
本
ず
つ
伸
び
　

　
　
る
。

巻
ヒ
ゲ
：
葉
と
対
生
す
る
よ
う
に

　
　
　
　
巻
き
ヒ
ゲ
を
伸
ば
し
、

　
　
　
　
他
の
植
物
に
絡
み
つ
く
。

ツ
ル
：
ウ
リ
科
の
植
物
ら
し
く
、

　
　
　
10
ｍ
近
く
に
も
な
る
長
い

　
　
　
ツ
ル
を
伸
ば
す
。
白
い
毛

　
　
　
が
生
え
る
。

花
：
白
い
花
が
咲
き
、
球
状
の
雌
花

　
　
と
球
状
に
な
ら
な
い
雄
花
が
あ

　
　
る
。

果
実
：
金
平
糖
状
の
果
実
に
は
鋭

　
　
　
い
ト
ゲ
が
密
生
。
１
ｃ
ｍ

　
　
　
程
度
の
果
実
に
１
つ
の
種

　
　
　
子
が
あ
る
。

根
：
根
は
深
く
張
る
が
小
さ
い
。

　
地
元
の
自
治
会
に
あ
る
専
用
袋

と
環
境
美
化
シ
ー
ル
を
お
使
い
い

た
だ
く
か
、
下
呂
市
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
市
の
ご
み
処
理
施

設
へ
直
接
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
原
則
無
料
で
す
。

■
駆
除
し
た
外
来
植
物
が

　多
い
場
合

　
自
身
の
家
庭
ご
み
と
一
緒
に
市

の
可
燃
専
用
袋
（
青
色
の
袋
）
に

■
駆
除
し
た
外
来
植
物
が

　少
量
の
場
合

※
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
排
出

は
５
袋
ま
で
と
し
、
１
袋
に
つ
き

８
ｋ
ｇ
程
度
（
片
手
で
持
て
る
重

さ
）
に
し
て
く
だ
さ
い
。
５
袋
を

超
え
る
場
合
は
２
、３
回
に
分
け

て
排
出
す
る
か
、
市
施
設
へ
直
接

持
ち
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

在来種（クズ）との見分け方

・ツルから１枚ずつ五角形の葉が生

　える。

・ツルには白い毛が生える。

・ウリ科特有の巻ヒゲがある。

・根は深く張るが小さい。

・ツルから３枚１組の葉が生える。

・ツルには黒っぽい毛が生える。

・巻ヒゲはない。

・根は大きく、葛粉が取れる。

クズ（マメ科）

アレチウリ（ウリ科）

　特定外来生物であるアレチウリ
と、在来種のクズは同じような場所
に生え、同じような生態をしていま
す。クズは生態系に悪影響を与える
ものではありませんが、他の植物を
覆って光を遮ります。

　
特
定
外
来
生
物
防
除
の
チ
ラ

シ
（
カ
ラ
ー
写
真
付
き
）
も
あ

り
ま
す
の
で
、
必
要
な
人
は
環

境
課
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
２
６
・
５
０
１
１
）

入
れ
、
市
の
ご
み
収
集
日
に
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
排
出
し
て
く
だ

さ
い
。
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。
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　市の地域材を一定量以上使用して居
住用（増改築タイプの内外装木質化は店
舗も含む）の木造住宅を新築または増改
築される建築主に対して、地域材使用
にかかる費用（増改築タイプは木工事に
かかる経費）の一部を支援します。
◆補助金の額
【新築タイプ】

地域材の使用量に応じ１㎥当たり 1 万
円を補助（1 棟当たりの上限 30 万円）
【増改築タイプ】

増改築にかかる経費の 3 分の 1を補助
（1 棟当たりの上限 15 万円）

※新築の場合は上棟前、増改築の場合
　は着工前までに申請書を提出してく
　ださい。
※予算がなくなり次第、受付終了とな
　ります。受付は先着順です。

林務課　☎ 53-2010 内線 141

下呂の森が育んだ木の家
推進事業

問

　4 月 1 日から飛騨萩原駅の営業日お
よび営業時間が変わりました。
◆営業日　通年営業（365 日）
◆営業時間　7:00 ～ 14:30
　4 月 1 日から萩原町観光協会が切符
販売業務を行っています。
　営業日と事業時間が変わりましたの
で、今まで以上に切符のお求めがしや
すくなりました。

市民活動推進課　☎ 24-2222 内線 255

ＪＲ飛騨萩原駅の営業日、
営業時間が変わりました

問

　人工透析療養を受けるために医療機
関へ通院された人に対して交通費を助
成します。
◆対象者　市内に居住し、腎臓機能障
がいによる身体障害者手帳所持者で人
工透析療法を受けている人。
◆助成対象期間　
　平成 31 年 3 月～令和元年 5 月通院分
◆持ち物
①交付申請書
②医療機関の通院証明書
　または診療明細書
③福祉医療費（重度）受給者証
　（新規の人・更新後初めて申請される人）
④印鑑
⑤口座番号の分かるもの（新規の人）
◆申請期限　6 月 17 日㈪
◆提出先　社会福祉課（星雲会館）ま
たは各地域振興事務所障がい福祉係

社会福祉課　☎ 52-3936 内線 606

人工透析療養者
通院交通費助成

問

　経済産業省による令和元年工業統計
調査（6 月 1 日時点）が、製造事業所
を対象に実施されます。
　5 月から 6 月にかけて調査員による
配布か、国からの郵送のどちらかで調
査票が届きます。
　調査へのご理解とご協力をよろしく
お願いします。

企画課　☎ 24-2222 内線 284

工業統計調査への
ご協力のお願い

問

　障がいのある人ならどなたでも利用
できる「フリースペースサロン」を開
いています。
◆対象者　障害者手帳または自立支援
受給者証をお持ちの 18 歳以上の人
◆開所日　毎月第 3 土曜日
◆時間　13:30 ～ 16:30
※開所時間内は出入り自由
◆場所　南飛騨はぎわら十六館
◆利用料　無料
※送迎はありません

社会福祉課　☎ 52-3936 内線 603

障がい者フリースペース
サロンのご案内

問

◆日時　5 月 2 日㈭　9:00 ～ 15:00
◆場所　市民課（下呂庁舎）
　当日は次のお手続きが可能です。（当
日手続きが完了できないものもありま
すのでご了承ください。その際は後日
来庁いただきます）

・転入・転出・転居の届け出
・戸籍謄本・住民票・印鑑登録証明書
　などの発行

・国民健康保険（国保税を除く）
・後期高齢者医療保険
・国民年金、福祉医療費　など

市民課　☎ 24-2222 内線 111

5 月 2日は市民課窓口を
ご利用できます

問　市は平成 31 年 4 月 1 日に「下呂市犯
罪被害者等支援条例」を制定しました。
この条例は犯罪被害者などの権利利益
の保護を図るために基本理念を定め、
犯罪被害者などのための総合的な施策
を推進することを目的としています。
　具体的には、犯罪被害に遭われた人
などへの総合的相談窓口を開設し、必
要な情報や助言の提供、犯罪被害に
よって亡くなられた被害者の遺族や重
傷を負った被害者へ見舞金の支給を行
います。

危機管理課　☎ 24-2222 内線 272

犯罪被害者などの
支援について

問

　医療機関で発達障がいと診断された
お子さんの保護者同士の交流会「かた
つむりの会」を開催します。
※「か

・ ・

たってつ
・

ながりむ
・

りせずリ
・

ラッ
クス」する会です。
　小中学校、高校のことや子どもへの
関わり方などの意見交換が今後の参考
になったり、日頃思っていることを聞
いてもらうと気持ちが楽になったりし
ます。
◆フリースペースふらっと
　（萩原南子育て広場 2階）
　5/14 ㈫・7/3㈬・10/11 ㈮・1/10 ㈮
◆下呂市民会館　2階学習室
　6/13 ㈭・8/19 ㈪・2/4 ㈫
◆金山市民会館　2階学習室   11/6 ㈬
▷時間　13:30 ～ 15:30
※申込不要。小さいお子さんも一緒に

参加できます。お気軽にお越しくだ
さい。

児童福祉課 ☎ 52-2882　健康医療課 ☎ 53-2101

発達障がい児などの
保護者交流会開催

問

マイナンバーカードを利用した
「コンビニ交付」が便利です

◆住民票・印鑑登録証明・税証明
▷ 6:30 ～ 23:00
◆戸籍の証明書
▷市役所開庁日の 9:00 ～ 17:00
特定のコンビニエンスストアの複
合機から証明書を受け取れます。
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　乳幼児学級では、新規学級生を募集
します。お友達の輪を広げ、子育てに
ついて学び合いましょう。
◆申込先
小坂子育て支援センター　☎ 62-3767
萩原子育て支援センター　☎ 52-3535
金山子育て支援センター　☎ 32-2373
下呂中央児童館　　　　　☎ 25-2082
萩原北児童館　　　　　　☎ 54-1176
金山児童館　　　　　　　☎ 32-4050

児童福祉課　☎ 52-2882

乳幼児学級
新規学級生募集

問

　令和元年度の医療費通知が、確定申
告において医療費控除の資料として使
用できるようになります。この医療費
通知の再発行はできませんので、大切
に保管してください。なお、医療費通
知は 6 月以降 2 カ月ごとにはがき形
式で送付する予定です。
　国民健康保険以外の健康保険に加入
している人は、ご自分が加入している
健康保険へお問い合わせください。

市民課　☎ 24-2222 内線 123

国保の医療費通知が
確定申告で使用可能に

問

　下呂市教育委員会では、平成 28 年
度末で廃校となった旧馬瀬中学校の有
効活用について募集しています。
　自らが事業主体として利活用を考え
ている個人や事業者から、自由で創意
工夫に富んだ発想やノウハウを生かし
た提案などを募集しています。
①原則として、提案者自身が事業主体
　となって行うものであること、市に
　経費負担が発生しない提案であるこ
　となどを条件としています。
②買受け、賃受けなどにより、提案者
　自身が事業主体となって行うもの　
　で、改修なども事業者負担であるこ
　となどを条件としています。
※募集の概要、応募要項、様式などの
　詳細は、下呂市ホームページでご確
　認ください。

教育総務課　☎ 52-4800

旧馬瀬中学校の
有効活用アイデア募集

問

下呂市へのお問い合わせで、
担当部署が不明な場合は、
秘書広報課へご相談ください。

問合先／秘書広報課

　　　　☎ 24-2222 内線 261

◆ 5 月新規募集の住宅
　新規募集の住宅はありません
◆継続募集中の住宅
　募集期間　随時
　入居予定　お申し込みから 1 カ月程度
▷一般・宮田団地（萩原町宮田）
　築 H10 年　耐火 5 階　複数
　3DK（世帯用）　家賃 38,000 円
※この他にも、継続募集中の住宅があ
　りますので、生活課までお問い合わ
　せください。　

生活課　☎ 24-2222 内線 183

市営住宅の入居者募集

問

　国の「電源立地地域対策交付金」は、
発電所などがある市町村の地域活性化
と発電用施設の円滑な運転を図るた
め、公共施設の整備や住民福祉向上を
目的とした事業に対して交付されま
す。
　平成 30 年度に交付金を受けて実施
した事業と活用額をお知らせします。
◆交付金額　　6,007 万円
◆事業内容と交付金活用額
消防署運営事業　　　　2,907 万円
消防ポンプ自動車購入事業（１台）
　　　　　　　　　　　1,600 万円
小型動力ポンプ積載車購入事業（２台）
　　　　　　　　　　　1,000 万円
小型動力ポンプ購入事業（３台）
　　　　　　　　　　　   500 万円

企画課　☎ 24-2222 内線 283

平成 30年度電源立地
地域対策交付金事業報告

問

　2 月 1 日 か ら 2 月 12 日 に か け て、
平成 30 年度の財務に関する事務の執
行と経営に係る事業の管理について、
法令などに基づき処理されているか、
また、事務の経済性、効率性、合理性
の視点から監査を実施しました。
　その定期監査結果報告書を 3 月 28
日、監査委員から市長に提出しました。
　結果報告書は、下呂市ホームページ
に掲載しています。

監査課　☎ 24-2222 内線 304

定期監査結果報告書を提出

問 市民課　☎ 24-2222 内線 126

後期高齢者医療保険の
保険料

問

　令和元年度の後期高齢者医療保険料
は次のとおりです。（2 年ごとに改定）
◆均等割額　
　被保険者 1 人当たり 41,214 円
◆所得割額　
　（被保険者の前年所得 -33 万円）× 7.75％
　均等割額と所得割額を合計した保険
　料の上限額は 62 万円
◆保険料の軽減措置
①均等割額の軽減

（※ 1）基準額は、世帯主と被保険者
の前年所得の合計額

（※ 2）8 割軽減対象の人（昨年度ま
では 9 割軽減だった人）は、年金生
活者支援金の支給や介護保険料の軽減
強化の対象となる場合があります。
②被用者保険（国民健康保険以外の協
会けんぽなど）の被扶養者軽減
　所得割額の負担はなく、後期高齢者
医療保険加入後 2 年間に限り、均等割
額が 5 割軽減されます。
　軽減判定の基準日は、4 月 1 日また
は被保険者資格を取得した日です。
　今年度の保険料決定通知は、7 月中
旬に送付します。

8.5 割軽減 基準額（※1）が 33 万円以下の世帯

8 割軽減
（※2）

基準額が 33 万円以下の世帯で、
各種所得金額が０円となる場合
( 年金所得は、年金収入金額か
ら 80 万円を引いた額 )

5 割軽減 基準額が 28 万円×世帯被保険
者数＋ 33 万円以下の世帯

2 割軽減 基準額が 51 万円×世帯被保険
者数＋ 33 万円以下の世帯

春の全国交通安全運動
5月11日㈯～ 20日㈪

○子どもと高齢者の交通事故防止
○シートベルトと
　チャイルドシートの着用徹底
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　市の地域材を一定量以上使用して居
住用（増改築タイプの内外装木質化は店
舗も含む）の木造住宅を新築または増改
築される建築主に対して、地域材使用
にかかる費用（増改築タイプは木工事に
かかる経費）の一部を支援します。
◆補助金の額
【新築タイプ】

地域材の使用量に応じ１㎥当たり 1 万
円を補助（1 棟当たりの上限 30 万円）
【増改築タイプ】

増改築にかかる経費の 3 分の 1を補助
（1 棟当たりの上限 15 万円）

※新築の場合は上棟前、増改築の場合
　は着工前までに申請書を提出してく
　ださい。
※予算がなくなり次第、受付終了とな
　ります。受付は先着順です。

林務課　☎ 53-2010 内線 141

下呂の森が育んだ木の家
推進事業

問

　4 月 1 日から飛騨萩原駅の営業日お
よび営業時間が変わりました。
◆営業日　通年営業（365 日）
◆営業時間　7:00 ～ 14:30
　4 月 1 日から萩原町観光協会が切符
販売業務を行っています。
　営業日と事業時間が変わりましたの
で、今まで以上に切符のお求めがしや
すくなりました。

市民活動推進課　☎ 24-2222 内線 255

ＪＲ飛騨萩原駅の営業日、
営業時間が変わりました

問

　人工透析療養を受けるために医療機
関へ通院された人に対して交通費を助
成します。
◆対象者　市内に居住し、腎臓機能障
がいによる身体障害者手帳所持者で人
工透析療法を受けている人。
◆助成対象期間　
　平成 31 年 3 月～令和元年 5 月通院分
◆持ち物
①交付申請書
②医療機関の通院証明書
　または診療明細書
③福祉医療費（重度）受給者証
　（新規の人・更新後初めて申請される人）
④印鑑
⑤口座番号の分かるもの（新規の人）
◆申請期限　6 月 17 日㈪
◆提出先　社会福祉課（星雲会館）ま
たは各地域振興事務所障がい福祉係

社会福祉課　☎ 52-3936 内線 606

人工透析療養者
通院交通費助成

問

　経済産業省による令和元年工業統計
調査（6 月 1 日時点）が、製造事業所
を対象に実施されます。
　5 月から 6 月にかけて調査員による
配布か、国からの郵送のどちらかで調
査票が届きます。
　調査へのご理解とご協力をよろしく
お願いします。

企画課　☎ 24-2222 内線 284

工業統計調査への
ご協力のお願い

問

　障がいのある人ならどなたでも利用
できる「フリースペースサロン」を開
いています。
◆対象者　障害者手帳または自立支援
受給者証をお持ちの 18 歳以上の人
◆開所日　毎月第 3 土曜日
◆時間　13:30 ～ 16:30
※開所時間内は出入り自由
◆場所　南飛騨はぎわら十六館
◆利用料　無料
※送迎はありません

社会福祉課　☎ 52-3936 内線 603

障がい者フリースペース
サロンのご案内

問

◆日時　5 月 2 日㈭　9:00 ～ 15:00
◆場所　市民課（下呂庁舎）
　当日は次のお手続きが可能です。（当
日手続きが完了できないものもありま
すのでご了承ください。その際は後日
来庁いただきます）

・転入・転出・転居の届け出
・戸籍謄本・住民票・印鑑登録証明書
　などの発行

・国民健康保険（国保税を除く）
・後期高齢者医療保険
・国民年金、福祉医療費　など

市民課　☎ 24-2222 内線 111

5 月 2日は市民課窓口を
ご利用できます

問　市は平成 31 年 4 月 1 日に「下呂市犯
罪被害者等支援条例」を制定しました。
この条例は犯罪被害者などの権利利益
の保護を図るために基本理念を定め、
犯罪被害者などのための総合的な施策
を推進することを目的としています。
　具体的には、犯罪被害に遭われた人
などへの総合的相談窓口を開設し、必
要な情報や助言の提供、犯罪被害に
よって亡くなられた被害者の遺族や重
傷を負った被害者へ見舞金の支給を行
います。

危機管理課　☎ 24-2222 内線 272

犯罪被害者などの
支援について

問

　医療機関で発達障がいと診断された
お子さんの保護者同士の交流会「かた
つむりの会」を開催します。
※「か

・ ・

たってつ
・

ながりむ
・

りせずリ
・

ラッ
クス」する会です。
　小中学校、高校のことや子どもへの
関わり方などの意見交換が今後の参考
になったり、日頃思っていることを聞
いてもらうと気持ちが楽になったりし
ます。
◆フリースペースふらっと
　（萩原南子育て広場 2階）
　5/14 ㈫・7/3㈬・10/11 ㈮・1/10 ㈮
◆下呂市民会館　2階学習室
　6/13 ㈭・8/19 ㈪・2/4 ㈫
◆金山市民会館　2階学習室   11/6 ㈬
▷時間　13:30 ～ 15:30
※申込不要。小さいお子さんも一緒に

参加できます。お気軽にお越しくだ
さい。

児童福祉課 ☎ 52-2882　健康医療課 ☎ 53-2101

発達障がい児などの
保護者交流会開催

問

マイナンバーカードを利用した
「コンビニ交付」が便利です

◆住民票・印鑑登録証明・税証明
▷ 6:30 ～ 23:00
◆戸籍の証明書
▷市役所開庁日の 9:00 ～ 17:00
特定のコンビニエンスストアの複
合機から証明書を受け取れます。
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　乳幼児学級では、新規学級生を募集
します。お友達の輪を広げ、子育てに
ついて学び合いましょう。
◆申込先
小坂子育て支援センター　☎ 62-3767
萩原子育て支援センター　☎ 52-3535
金山子育て支援センター　☎ 32-2373
下呂中央児童館　　　　　☎ 25-2082
萩原北児童館　　　　　　☎ 54-1176
金山児童館　　　　　　　☎ 32-4050

児童福祉課　☎ 52-2882

乳幼児学級
新規学級生募集

問

　令和元年度の医療費通知が、確定申
告において医療費控除の資料として使
用できるようになります。この医療費
通知の再発行はできませんので、大切
に保管してください。なお、医療費通
知は 6 月以降 2 カ月ごとにはがき形
式で送付する予定です。
　国民健康保険以外の健康保険に加入
している人は、ご自分が加入している
健康保険へお問い合わせください。

市民課　☎ 24-2222 内線 123

国保の医療費通知が
確定申告で使用可能に

問

　下呂市教育委員会では、平成 28 年
度末で廃校となった旧馬瀬中学校の有
効活用について募集しています。
　自らが事業主体として利活用を考え
ている個人や事業者から、自由で創意
工夫に富んだ発想やノウハウを生かし
た提案などを募集しています。
①原則として、提案者自身が事業主体
　となって行うものであること、市に
　経費負担が発生しない提案であるこ
　となどを条件としています。
②買受け、賃受けなどにより、提案者
　自身が事業主体となって行うもの　
　で、改修なども事業者負担であるこ
　となどを条件としています。
※募集の概要、応募要項、様式などの
　詳細は、下呂市ホームページでご確
　認ください。

教育総務課　☎ 52-4800

旧馬瀬中学校の
有効活用アイデア募集

問

下呂市へのお問い合わせで、
担当部署が不明な場合は、
秘書広報課へご相談ください。

問合先／秘書広報課

　　　　☎ 24-2222 内線 261

◆ 5 月新規募集の住宅
　新規募集の住宅はありません
◆継続募集中の住宅
　募集期間　随時
　入居予定　お申し込みから 1 カ月程度
▷一般・宮田団地（萩原町宮田）
　築 H10 年　耐火 5 階　複数
　3DK（世帯用）　家賃 38,000 円
※この他にも、継続募集中の住宅があ
　りますので、生活課までお問い合わ
　せください。　

生活課　☎ 24-2222 内線 183

市営住宅の入居者募集

問

　国の「電源立地地域対策交付金」は、
発電所などがある市町村の地域活性化
と発電用施設の円滑な運転を図るた
め、公共施設の整備や住民福祉向上を
目的とした事業に対して交付されま
す。
　平成 30 年度に交付金を受けて実施
した事業と活用額をお知らせします。
◆交付金額　　6,007 万円
◆事業内容と交付金活用額
消防署運営事業　　　　2,907 万円
消防ポンプ自動車購入事業（１台）
　　　　　　　　　　　1,600 万円
小型動力ポンプ積載車購入事業（２台）
　　　　　　　　　　　1,000 万円
小型動力ポンプ購入事業（３台）
　　　　　　　　　　　   500 万円

企画課　☎ 24-2222 内線 283

平成 30年度電源立地
地域対策交付金事業報告

問
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掲示板への掲載申し込みについて…公共性が認められるものに限ります。申込受付は、対象月号の 2 カ月前の 1 日から開始し、20 日経過時点で申込多数の場合は抽選、
それ以降は先着順で選定します。（できるだけ多数の記事を掲載したいため、内容について相談させていただくことがあります）申込先▷秘書広報課  ☎ 24-2222（内線 261）

◆はぎわら・下呂・金山図書館
　【開館時間】9:30 ～ 18:00
　【休館日】月曜、第 3 日曜、
　　　　　  毎月最終金曜

　本などの予約・リクエストは窓口また
はホームページ（パスワード登録が必要）
で受け付けていますので、ぜひご利用く
ださい。なお、電話では受け付けており
ませんのでご了承ください。

【実用書・その他】
◆図解で振り返る激動の平成史
◆わが子が幸せになるお母さんの一言　鈴木　博
◆コリと痛みの地図帳　　　　　　石垣英俊
◆睡眠（ねむり）のなぜ？に答える本　大川匡子
◆「腸」が喜ぶお酒の飲み方　　藤田紘一郎
◆Ｓ字フックで空中収納　ホームライフ取材班
◆農家が教える鳥獣害対策あの手この手　農文協
◆樹木希林１２０の遺言　　　　　樹木希林
◆志ん生が語るクオリティの高い貧乏のススメ　美濃部由紀子
◆手紙とはがきの書き出しと結びきちんとマナーハンドブック　杉本祐子

【小説・エッセイ】
◆発現　　　　　　　　　　　　　阿部智里
◆夢も見ずに眠った。　　　　　　絲山秋子
◆蜜蜂と遠雷　　　　　　　　　　恩田　陸
◆駒音高く　　　　　　　　　　　佐川光晴
◆木曜日の子ども　　　　　　　　重松　清
◆ほとほと　　　　　　　　　　高樹のぶ子
◆神の島のこどもたち　　　　　　中脇初枝
◆歌舞伎町ゲノム	 　　　　　　　誉田哲也
◆まつらひ　　　　　　　　　　　村山由佳
◆雷雲の龍　　　　　　　　　　　吉川永青
※掲載は新着本の一部です。

資料の予約について

◆下呂市図書館ホームページ
　http://lib.city.gero.lg.jp　
　貸出・予約状況のほか、新
　着情報なども検索できます

◆小坂図書室
　【開館時間】9:00 ～ 17:00
　【休館日】土曜・日曜・祝日
　 ※最終金曜日のみ 13:30 から閉館

◆馬瀬移動図書館
　【日にち】5 月 14 日（火）
　 　5 月 28 日（火）
　【場所・時間】
　馬瀬中央公民館 10:30～12:30
　中切公民館 13:30 ～ 15:30

10：30～ はぎわら図書館
10：30～ 下呂図書館
10：30～ 金山図書館

11日(土）

【問合先】　
はぎわら図書館
下呂図書館
金山図書館
小坂図書室

☎ 52-2901
☎ 25-2489
☎ 32-4009
☎ 62-3111

■第8回下呂市文化祭展示発表会
日時▷5月11日㈯　9:00～18:00
　　　5月12日㈰　9:00～15:00
場所▷星雲会館
問合先▷市民活動推進課	☎24-2222
■第15回下呂市吹奏楽祭
日時▷5月25日㈯　13:30開演
場所▷下呂交流会館　泉ホール
入場料▷無料
問合先▷下呂市民吹奏楽団
　☎090-2937-1549（団長：中嶌）
■ひまわりクラブ・ちゅうりっぷの会
障がいを持ちながら暮らしている人
が集い、レクリエーションや創作活
動などで、仲間づくりや社会に出て
いくための自信を付けることを目的
に活動しています。
○ひまわりクラブ（萩原・下呂地域内）
　毎月第3金曜日　10:00～15:00

○ちゅうりっぷの会（金山地域内）
　毎月第4金曜日　10:00～15:00
※活動日は変更になる場合があります。
※事前申込が必要です。
※送迎は相談。
問合先▷地域活動支援センターやまびこ
　　　　☎0577-72-5023
　　　　社会福祉課☎52-3936
■岐阜県若者サポートステーション
　～就労相談～
就労までにサポートが必要な若者へ
の支援を行っています。
対象▷15～39歳までの無業状態の若
者とその家族
○第2火曜日　10:00～16:00	
　下呂福祉会館
○第4火曜日　10:00～16:00
　星雲会館
※午前はサークル活動やセミナー
※午後は面談（予約制）1組50分
問合先▷岐阜県若者サポートステーション
飛騨高山サテライト☎0577-35-4770

■スクエアダンスパーティー見学のご案内
生涯学習講座の一環として活動して
いる下呂温泉スクエアダンスクラブ
の主催でダンスパーティーを開催し
ます。全国のスクエアダンサーがカ
ントリーウエスタンの音楽に合わせ
て華麗な踊りを披露します。ぜひ見
学にお越しください。
開催日時▷6月2日㈰　10:00～16:00
会場▷下呂市民会館2階　大会議室
対象▷どなたでも自由に見学くださ
い。※見学は無料です。
問合先▷下呂温泉スクエアダンスクラブ
　　　　☎080-6956-0811（馬渕）
　　Mail：mabuchan1@outlook.jp
■岐阜県からのお知らせです
自動車税の納期限は5月31日㈮で
す。必ず納期限までに納めましょ
う。詳しくは自動車税の納税通知書
（5月発送）をご覧ください。
問合先▷岐阜県自動車税事務所
　　　　☎058-279-3781

2019. 5 GERO 16 

　4月上旬、暖かい日が続き、市内の桜が見ごろを迎え、

今年の開花は全国的に例年並みとなりました。

　下呂、萩原地域の桜は、8日前後に見ごろを迎えてい

ましたが、10 日に季節はずれの雪が降ったため、満開

の桜に雪の帽子をかぶったような面白い光景が広がりま

した。桜に雪が積もる「雪桜」はとても珍しい現象で、

普段とは一味違った桜の景色を楽しめました。

淡いピンクに白い帽子ー「雪桜」
4/10　市内各所で見ごろの桜と季節外れの雪景色

▲満開の桜に雪が積もった様子＝萩原町上村

　市内の各小中学校で入学式が行われ、小学校 13 校に

215 人が、中学校 6 校に 231 人が入学しました。　　

　馬瀬小学校では、５人の新１年生が入学し、先生と上

級生に温かく迎えられました。

　慣れない雰囲気に少し緊張した様子の５人でしたが、

名前を呼ばれると「はいっ！」と元気に返事をし、これ

から始まる新しい学校生活のスタートを切りました。

　焼却炉の入れ替えや、内外装の改修を行い装いを新た

にした下呂市クリーンセンターが竣工しました。

　新クリーンセンターでは、24 時間で 30 トンのごみ処

理が行える焼却炉を 2基備え、可燃ごみの焼却だけでな

く、汚泥の処理も可能です。排出ガスについても基準値

を大きく下回り、余熱を給湯や暖房、ロードヒーティン

グに利用するなど環境に配慮した施設となっています。

ご入学おめでとう！新生活スタート　

下呂市クリーンセンターが竣工！

4/8　市内小中学校入学式

3/28　下呂市クリーンセンター竣工式【下呂】

▲少し緊張した様子の 5人の新 1年生＝馬瀬小学校

▲竣工式テープカットの様子＝下呂市クリーンセンター
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チャンネル下呂のお知らせ

5 月の番組表
時 分 月・水・金・日 火・木・土

7
0 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 まめ体操

8
0 もっと！週刊まめなかな

30 満天！ゆるりと下呂

45 下呂逗留

9
0 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 防災情報

10

0
ぎふわっか

ジモテン！リターンズ
15
30

あいラブせんりゅう
45 下呂ネットインフォメーション

11
0 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 エリアトピックス  ※土日は SHOW！TALK！TV！増刊号

12
0 もっと！週刊まめなかな

30 岐阜県情報 わがまち再発見

13
0 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 まめ体操

14

0
あいラブせんりゅう

ぎふわっか15
30

ジモテン！リターンズ
45 SHOW ! TALK ! TV ! 増刊号

15
0 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 満天！ゆるりと下呂

16
0 もっと！週刊まめなかな

30
わがまち再発見

下呂ネット インフォメーション

45 SHOW ! TALK ! TV ! 増刊号

17
0 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 エリアトピックス  ※土日は SHOW！TALK！TV！増刊号

18

0
ぎふわっか

緑の話を聞け！
15
30

岐阜県情報
45 SHOW ! TALK ! TV ! 増刊号

19
0 週刊まめなかな・テレビ回覧板

【生】
ぎふわっか
※火曜のみ

【生】
かさなるテレビ
※木曜のみ

45 防災情報

20
0 もっと！週刊まめなかな

30 満天！ゆるりと下呂

45 下呂逗留

21
0 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 まめ体操

22
0 緑の話を聞け！

ぎふわっか
30 下呂ネットインフォメーション

45 エリアトピックス  ※土日は SHOW！TALK！TV！増刊号

23
0 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 SHOW ! TALK ! TV ! 増刊号 下呂ネットインフォメーション
0～6 0 お買い物情報

情報提供はこちらへ！

●週刊まめなかな（毎週水曜日更新）
　季節の話題・スポーツ・展示会から学校の行事まで、市
内の話題が満載の市民のための情
報番組です。朝 7 時から 2 時間お
きに 1 日 9 回放送します。

〈5月のコーナー〉
■5/1 ～ 5/14　こんにちは！市役所です
　市役所から耳寄りな情報や話題などをお知らせします。
今回は、健康医療課から『健康ポイント事業』についてお
知らせします。
■【再放送】2018 年度版　まめちゅう
　5/1 ～ 5/7　萩原北中学校
■ 5/8 ～ 5/21　LadyGo
　下呂市の元気で素敵な女性を紹介します。
■ 5/15 ～ 5/28　なかよしこども園
　市内の元気いっぱいのこども園のお友達を紹介します。
今回は『たけはらこども園』を紹介します。

●満天！ゆるりと下呂（毎月 1日更新）
　日本三名泉「下呂温泉」の湯け
むり漂う旅情をゆるりとお届けし
ます。　
■放送時間：毎日 8 時 30 分～
　　　15 時 45 分～ 20 時 30 分～

    ◆地上デジタル放送
　チャンネル番号…12

週刊まめなかなを
視聴するには、

下呂ネットサービス
の加入が必要です！

募集中 !!
●チャンネル下呂  

■ＦＡＸ　20-4003
■ハガキ　〒509-2202
　　　　　下呂市森 793-15　シーシーエヌ株式会社
■メール  chgero@ccn-catv.co.jp 
■ホームページ  http://geronet.info/chgero/
※いずれの場合もお名前と連絡先を必ずご記入ください。
※情報提供にかかる個人情報は、目的以外には使用し　
　ません。

●G-BABY 写真募集中！
　「週刊まめなかな」では市内
の 2 歳までの赤ちゃん写真を募
集しています。ご応募いただい
た写真は番組内で紹介します。
◇応募はメールにて◇
E メール：chgero@ccn-catv.co.jp
※お名前、電話番号を必ずご記入ください。



◆緊急災害情報や防犯情報など、9つのメニューから希望の情報を選んで登録できます。
　特に災害時には「防災行政無線」と同じ内容を配信しますので、放送が聞き取れなかった場合
　などでも、メールで内容を確認することができるので安心です。ぜひ、登録してご活用ください。

▶メールアドレス「gero@sg-m.jp」に空メールを送信いただくと、「仮登録完了のお知らせ」という
　メールが届きます。メールに記載の本登録URL から登録用サイトに接続し手続きを進めてください。

ご希望の情報を受け取れる「下呂市メール配信サービス」にぜひ登録を！

※QRコード
を読み取ると
空メール送信
画面が開きま
す。
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で
き
な
い
こ
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を
―
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ン
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ン
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リ
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に
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ム
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は
料
理
や
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の
人
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好
み
を
考
慮
し
、
最
適
な
ワ
イ
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　森
中
さ
ち
さ
ん
は
、「
お
客
さ

ん
に
食
事
の
空
間
を
も
っ
と
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
ソ
ム

リ
エ
を
目
指
し
猛
勉
強
―
昨
年
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月
に
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
取
得
さ

れ
ま
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た
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　現
在
、下
呂
市
小
川
に
あ
る「
四

季
の
郷

　志
む
ら
」
で
活
躍
中
の

森
中
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ん
は
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し
か
で
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な
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ン
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ム
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と
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語
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し
た
。
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